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神奈川県立自然保護センター調査研究報告4(1987)

池沼の水生植物調査の結果について

井 上  七 五三
tt国

 見  忠  尚
怠・高 橋  和  弘

H

E)istribution of water plants in Kanagawa Prefecture.

Shirnez6 1NoUE,Tadahisa KuNIMI,and Kazuhiro TAKAHASHI

は  じ  め   に       ,    十

神奈川県立自然保護センター (以下自然保護センターと略す)に は面積約イhaの野外施

設があり,そ の強設の 1つ として湿生植物園が設けられている。ここ↓iは代表的な水生植

物が, 自然に近い生育環境の中で観察できるように植栽されてぃ る。ところで,一 般に水

生植物は環境の変イ白こ弱く,水 質汚濁や開発等によって真先にそあ姿を消していく種類が

多く,こ のため神奈川県内の水生植物の現状はまことに憂慮される状況にあるといえる。
1

ところで,こ うした水生植物の県内における分布状況については,古 く神奈川県植物誌に

種名があげられている程度で,現 在の状況についてはほとんど知られていない。そこで,

神奈川県内の水生植物の現状を知ることを目的として,こ の調査を実施した。なお,今 回

は池沼の水生植物を調査対象とすることとし,河 川等の他の水域については,別 の機会に

改めて行うこととした。

■ 査  方  法

調査は1986年6月から8月 にかけて行った。

調査対象池沼は神奈川県内の全ての池沼とし,国 土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図

から,水 城を示す記号により選定した。調査対象池沼の数は合計80か所となったとこれ以

外にも,主 としてゴルフ場内等に多数の池沼が存在するが,こ れらは明らかに比較的最近,

人工的に造成されたものと判断されるので,調 査対象からは除外した。図 1に今回調査を

行ちた池沼の位置を示す。なお図に示した黒丸の位置は基準メッシュ (2万 5千分の 1地

形図を縦 ・横それぞれ10等分したメッシュ)の 1メ ッシュに対応するものとして表示した。

従ってⅢ lつ のメッシュに複数の池沼を含む場合には,そ れらを代表して表現されている。

この表現法については,結 果の項に示した水生植物各種の分布図についても同様とする。

調査対象植物は,自 然保護センターの湿生植物園に見られる主な種類と,大 滝末男 ・石

戸忠著の日本水生植物図鑑に登載してある代表的な水生植物を加えて選定した。なお,こ

れ以外にも一部の湿地性植物を調査対象に加えた。表 1に調査対象植物の一覧表ど示す。

調査は池沼の周囲 を歩きながら,生 育している水生植物の種類を調べ,さ らにそのおお
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図1.池 沼の植物爾登におけ●"と実施池沼の位置

まかを生育量を次のようにA～ Cの 3段階に分けて記録した。

A:多 い, B :普 通, C :少 ない。

なお,沈 水植物については岸から確認できる範囲内のものについてのみ調査を行い,本

格的な採取による調査は実施しなかった。                  '

綱 査  結  果

調査の結果,調 査対象植物のうち16種の水生植物が生育していることが確認された。以

下,確 認された種ごとにその結果を述べる。

なおぅ書き方としてはまず分布が確認され

た池沼を全てあげた。その際に池沼名につい

ては不明なものが多かったので,付 近の集落

名をとって 「OOの 池」という表現法をとっ

た。また,池 沼の位置を明確に示すため,一

連のメッシュ番号を付した。これは 2万 5千

分の 1地 形図の図幅名+番 号からなるものこ

番号は各メッシュに,図 の右上から左下へと

1～ 100ま で付けたもので,図 2に その付け

方を示す。その後に生育量をA～ Cの 3段 階

で示した。
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図 2.メ ッシュ番号のつけ方



表 1.池 沼の水生植物調査の調査対象trt物一比表

名科名種
湿生植物園

に梅栽(○)
と
こ
■
，
　
　
と
こ
ｒ
ｏ
た

，

　

ａ

タヌキモ  」 レを″″妨 ″深前確施  R.BR.

ミツガシワ  吻 協容 力乃肋筋  L.

アサザ  取 ″効防材夕sル rraル o.KuNTZE

カガブタ 州 肋ゥ乃θ材容 筋冴たα O.KuNTZE

フサモ  吻 ″ 切克ICじ'協筋物 L.

オ オ フサ モ  ″ 〃"〃 ヴ筋″ レ鶴筋働膨  CAMB.

ヒ シ  7挽 ″フ カ″つ″筋   FLEROV.

夕ヽ ン 4〆シ ョウ  勧 ″″ 角谷 ご″:確 容 お  (LOuR.) BAILL

マツモ の 物竹〃ヴ筋物 ル″クsz″ L.

ジェンサイ  a″ 影″ヵ訪 ″レガ ェ F.GMEL

コウホネ A比伊力γカルタル″物 Dc

ヒツジグサ  N力 ″物 彦サ資暫θ″  GEORCI.

カキツパ タ  rお あ″協「筋  FIscH.

キショウブ  rお か協材″θァな  L.

イグサ  ル ″ご容 後 容  L.var.力 cル 容  BucH.

ミズアオイ  ル θ″θc″θ,物 θ々樹 拷o7ii RECEL et MAACK.

ホテイアオイ  動 筋力θ初力 ご惚闘初容  SOLMS― LAUB.

ショウブ  Aご γ湾 物ra″容  L.

ウキヤガラ 登 ガ"溶 メ″務魅  A.CRAYち

カンガレイ 壺 ガっ容 筋彦昭冴2体  ROxB.

サンカクイ 壺 'つ容 筋印″″  L.

フトイ  S'効 な 筋肋″″夕秘ο″筋″″ GMEL

マヨモ Z'初 ″カ カ均切物 TuRCZ.

トチカガ ミ  切 何冴力角る沈閉協  BACHER.

ミズオオバ ヨ  0確 ′あ ″risttθ,冴夕s PERS.

クロモ 】 タルタ協 ″克itiね協 CAS'

コ カナ ダ モ  E″ 筋 夕″ ″″r r a r r i ( P L A N C H . ) S t . J o H N .

オ オ カナ グ モ  a繁 務 姥 ″影  ( P L A N C H . ) C A S ,

オモダカ 駒 夢′筋勉 筋乃′力 L.

ヘラオモダカ ■ 体物 ∽″佐″励 材 A.BR.et BOucHB

ヒルムシロ 白 航卿切摩ゎ″冴本rizctt A.BENN.

ヤ ナ ギ モ  負 党 初 匂 解 わ ″ “ 〃 均 ″ 容  MIQ.

エ ビモ  呂 筋効町摩 わ″ c燃汐杏 L.

ササバ モ  Por2物 呼 ゎ″ 物筋抗物容  MIQ.

ミク リ  Sみ 夕牲″″力り″ 夕″σ筋秘  L.ssp.srro″ ,μ材秘  HARA.

ガマ 角 り物 力り研iZ L.
コガマ  句 ″物 θれ物筋施 PRESL

ヒメガマ 勾 り物 ″警 り研筋 L.

タヌキモ

ミツガシワ

′′

″

アリノトウグサ

″

ヒ シ

ドクダ ミ

マ ツモ

スイレン

′′

″

トアヤメ

イグサ

ミズアオイ

″

サ トイモ

カヤツリグサ

″

″

″

イ ネ

トチカガミ

″

″

″

″

オモ/カ

″

ヒルム シロ

″

″

ミクリ

ガ マ

○

○

○

○

○

○

○

○

Ｏ

Ｏ

Ｏ

○

○

○

○

○

○

○

○
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1.オ オフサモ  拘 レヴqヵガ材″ ルな筋あ虚 CAMB.(ア リノトウグサ科)

鎌倉市田辺ヶ池,鎌 倉-84,A.

横須賀市川原田堰:浦 賀-64,A.

三浦市須軽谷の池,浦 賀-75,C.                               ,

分布状況を図 3に示す。

オオフサモはプラシル原産の帰化植物で,近 年各地に分布を広げているようであなが,        骨

神奈川県内からは三浦半島の 3か所で確認されたのみであった。このうち田辺ヶ池と川原

田堰では,水 面がほぼ見えなくなるほど繁茂していた。

2.ヒ シ  ″ 比″ 力匁″う∽ FLEROV.(ヒ シ科)

)1!崎市麻生区早野 (ため池詳中最 も西側の池),荏 田-82,A.

鎌倉市源平池,鎌 倉-52,A.

分布状況を図 4に 示す。

神奈川県内からは2か 所で確認されたのみであったが,い ずれの池でも生育量は多かっ

た。早野の池ではヒシ単独で,ほ ぼ水面全体を覆うように生育していた。なお,こ の他に

横浜市金沢区の称名寺の池や大磯町生沢東池では,最 近 までヒシが生育していることが知

られていたが,今 回の調査ではいずれの池でも確認されず,絶 減したものと思われる。特

に生沢東池では1985年には多数生育しているのが確認されているだけに,急 激な消滅はま

ことに残念なことであった。

なお, ヒシ属は日本から3種 が知られ,互 いに形態が類似しており,同 定が難しいが,

今回は調査時期の関係から呆実を見ることができなかったことに加えて,い ずれの池でも

接近して観察できなかったことなどから,神 奈川県から唯一記録のあるヒシと一応同定し

た。今後,再 確認の必要がある3            ‐

3.ハ ンゲショウ  助 7〃 湾 あ滋 ― BAILL.(ド クダミ科)

大職町生沢東池,平 塚-72,C.        |

鎌倉市西瓜ヶ谷近 くの池,鎌 倉-61,C.

横須賀市大和国の池,浦 賀-73,Ct      t       i

三浦市金田の池,三 浦三崎 (右)-72,C.       |

分布状況を図 5に 示す。

神奈川県内の池沼からは三浦半島を中心に4か 所で確認された。本造tよ本来湿地性の植

物であるので,三 浦半島では休耕田等に大きな群落が見られた。

4.キ ショウプ  Iな つ彰筋妨γtt L.(ア ャメ科)

厚木市上荻野の池,上 溝-59,C.

平塚市公所の池,伊 勢原-59,C.

―                     貯
大磯町生沢東池,平 塚-72,C.

川崎市麻生区早野 (大谷池),荏田-82,C,

1             白
鎌倉市田辺ヶ池,鎌 倉-84,B.

逗子市池子大池,鎌 倉-23,C.

分布状況を図6に示す。

神奈川県内の池沼からは6か所で生育が確認された。本種はヨー●ッパ原産の帰化植物

で,花 姿が美しいため鑑賞用に栽培されたものカギ逸出したものとされており,そ の分布は
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人為的な影響を強く受けている可能性がある。

5.ホ テイアオイ  E湖 助θ初力 ご駆 SOLMS‐LAUB,(ミ ズアオイ科)

大磯町生沢東池,平 塚-72,C.

分布状況を図 7に示す。

神奈川県内の池沼からは1か所で確認されたのみで,生 育量もきわめて少なかった。本

種はプラジル原産の帰化植物で,他 県では大繁殖している場所も知られており,今 後の動

向が苫目される。

6。 イグサ  ル ″容 坊佑容 L.var!の 容 BuCH.(イ グサ科 )

箱根町仙石原温湯の池,裾 野 -9,B.

平塚市下吉沢の池,伊 勢原-80,C.

鎌倉市城廻の池,戸 塚-88,C.

葉山町上山口の池,鎌 倉-18,C.

横須賀市長沢の池,浦 賀-56,B.

横須賀市須軽谷の池,浦 賀-75,C.

分布状況を図 8に 示す。

神奈川県内の池沼からは6か所で生育が確認された。本種は本来湿地を好む植物なの4

むしろ休耕田などに比較的多く見られた。

7.シ ョウプ  Acγ 溶 物物物容 L。 (サ トイモ科)

箱根町芦ノ湯阿字ヶ池,箱 根-64,C. ェ
  !

箱根町精進池,箱 根-65,C.

箱根町お玉ヶ池,箱 根T66,A.

川崎市麻生区早野 (ため池群中最も西側あ池),荏 田-82,C.

分布状況を図 9に 示す。

神奈川県内の池沼iからは4つ 所ヽで生育力i確認された。お玉ヶ池ではかなり紫茂していた

が,他 の池では少なかった。箱根町の池のものは自生ではなく,人 為的に植栽されたもの

のようである (旭丘高等学校生物部,1976)。

8. ウ キヤガラ  鋭 ″容 ル 競ガ体 A.GRAY.(カ ヤツリグサ科)     ‐

川崎市麻生区早野 (ため池群中ぅ中央南側の地),荏 田す82,C.

三浦市小松ヶ池,浦 賀-89,A.

分布状況を図10に示す。

神奈川県内の池沼からは2か 所で生育が確認された。特に小松ヶ池では岸辺の湿地帯か

ら池の中まで大きな群落が見られた。

9.カ ンガレイ  壺 秘 筋 牲″筋否 RoxB.(カ ヤツリグサ科)

横浜市緑区黒須田町の池,荏 田-73,C.    ｀

分布状況を図11に示す。

神奈川県内の池沼からは, 1か 所で確認されたのみであった。この池は周辺の開発行為

によって水が抜かれ,水 深がきわめて浅 くなっており,湿 地に近い状態であった。

10.サンカクイ  筋 っ容 物 解″ L.(カ ヤツリグサ科)

箱根町仙石原温湯の池,裾 野-9,B.

分布状況を図12に示す。
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神奈川県内の池沼からは,本 種 も1か 所 しか確認されなかった。この池では周辺の湿地

状の場所を中心にややまとまって生育 していた。本種やカンガレイは池沼では各 1か 所の

み しか確認されなかったが,こ れ以外の休耕田等の湿地では,生 育 している場所がまだか

なりあるものと思われる。

11.マ コモ  Z坊 初2iz力助 ″α TURCZ.(イ ネ科)

平塚市公所の池,伊 勢原-59,B.

大機町生沢東池,平 塚-72,B.

川崎市麻生区早野 (ため池群中,中 央南側の池,荏 田-82,B.

横浜市緑区北八朔町の池,荏 田-67,C.

横浜市緑区桐陰学園近 くの池,荏 田-83,B.

横浜市戸塚区矢部町の池,戸 塚-72,C.

分布状況を図13に示す。

神奈川県内の池沼からは 6か 所で生育力i確認された。本種は今回の調査で確認された抽

水植物の中では,比 較的深いところでも良 く生育 しており,こ うした点から,池 沼との結

び付きが強い植物 と思われる。

12.エ ビモ  乃 筋″昭冴θ″研節な L。 (ヒ ルムシロ科)  ・ 1

三浦市小松 ヶ池,浦 賀-89,C.

分布状況を図14に示す。

神奈川県内の池沼からは 1か 所しか確認されなかった。しかし,本 種は流水中にも生育

することから,池 沼以外の場所にも生育 していると思われる。

13. ミ ク リ  SA4/ga″ 筋力 ″π筋秘 L.ssp.立 ″″母船 物 HARA(ミ ク リ科 )

箱根町仙石原温湯の池,裾 野-9,C.

分布状況を図15に示す。

神奈サ|1県内の池沼からは 1か 所 しか確認されなかった。本種は県内においてはかなり少

ない種 と考えられ,池 沼以外の生育地もかなり限定されるもと思われる。

14.ガ マ  物 物 物 物 L.(ガ マ科)

横浜市港北区茅ヶ崎の池,荏 田-36,B.

横浜市緑区黒須田町の池,荏 田-73,B.

横浜市戸塚区矢部町の池,戸 塚-72,C.

葉山町上山口の池,鎌 倉-18,C.

横須賀市長沢の池,浦 賀-56,A.

横須賀市大畑の池 (南),浦 賀-66,A.

横須賀市須軽谷の池,浦 賀-74,C.

横須賀市虫山の池,浦 賀-82,B.    ・

横須賀市大和田四丁 目の池,浦 賀-83,C.

分布状況を図16に示す。

神奈川県内の池沼では,比 較的多くの地点で生育が確認され,岸 辺の湿地状の場所に多

く生育 していた。横須賀市の長沢の池および大畑の池では大きな群落が見られたが,い ず

れも水が抜かれた池で,水 深がきわめて浅い状態であったよ池沼以外にも休耕田等に大 き

な群落が見られた。

じ

ヽ
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横浜市港北区茅ヶ崎の池,荏 田-36,!C.

横浜市緑区黒須田町の池,荏 田-73,C.|

横浜市戸塚区上矢部町の池,戸 塚-72,C.

鎌倉市城廻の池,戸 塚-88,C.

分布状況を図17に示す。

神奈川県内の池沼からは4か 所で生育が確認された。ガマと混生している場合が多かっ

たが,い ずれの場所でも生育量は少なからた。

16.ヒ メガマ  物 ル あ解g容搬 物 L. (才 マ科)           t

箱根町仙石原温湯の池,裾 野-9,A.

箱根町お玉ヶ池,箱 根-66,C.

横浜市港北区芽ヶ崎の池,荏 田■36,C.

横浜市緑区束方町の池,荏 田-38,C.

横浜市港北区篠原池,横 浜西部-1,C.

横浜市戸塚区矢部町の池,戸 塚-72,B.

横浜市鶴見区ニッ池,川 崎-78,A.          ■  |       !

横浜市港北区菊名池,横 浜東部-91,A

逗子市池子大池,鎌 倉-13,A.             1 1         ‐

三浦市J 松ヽヶ池;浦 賀-89,A.

分布状況を図18に示す。           i

神奈川県内の池沼からは比較的多数の池で確認されたる本種は池沼においても1湿 地状

の場所より浅い水中に良く生育しており,典 型的な抽水植物といえるとガマ科 3種 の中で

は最も池沼との結びつきが強い種と思われ,確 認地点数が多かったのも,こ のことを裏づ

けているものと思われる。

1.環 境条件から見た神奈川県内のため地の現状

今回調査を行うた池沼のうち,そ の大部分がため池と呼ばれる人造の池である。これら

のため池はその立地条件から大きく2つ に区分される。その 1つは,丘 陵地の谷戸と呼ば

れる小さな谷の上流部をせき止めて造成された池で,本 県のため池の大半がこれに含まれ

る。これらの池は一般に岸から急に水深が深くなっている池が多く,ま た,狭 い谷間に造

成されているため,面 積も小さい。このため:環 境条件そのものが水生植物にとうてはき

めて生育しにくいものとなっている。もう1つは平野部に造成されたため池であるが,そ

の大半が開発等によって消滅したと考えられ,数 は非常に少なくなっている。これらの池

では汚水の流入による富栄養化が全体に進行しており,水 生植物相が単純化したり,場 合

によっては無植生の池となっていたとこのように神奈川県内のため池の環境は,立 地条件

が悪いことに加えて,水 質汚濁が進行するという条件下におかれており1水 生植物にとっ

てはまことに厳しいものといえよう。  i

2.植 物群落型から見たため池の現状

今回の調査で,神 奈川県内の池沼で生育していることが確認された水生植物は,そ の大

考
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半がいわゆる抽水植物に属するもので,池 沼以外の湿地等にも生育できる植物である。し

たがって,こ こでは抽水植物を除外し,在 来の浮葉 ・沈水植物に紋って考察を進めること

とする。今回の調査で確認された水生植物の中ではエビモ,ヒ シが該当する。

浜島 (1979)は ため池の植物群落を,主 として浮葉植物および沈水植物を指標に 7つ の

型に区分し,そ れぞれの型が水質の富栄養化の程度にも対応していることを明らかにした。

県内の池沼をこれに従って区分してみると,ヒ シ型 (ヒシのみが優占する池)に 属する池

が 2つ あるのみで,他 の型は見られなかった。このヒシ型は群落型 7区分の中で,最 も水

質が富栄養化している池に見られる型とされ,こ れ以上富栄養化の進んだ池では水生植物

(沈水 ・浮葉植物)の 見られない無植生の池になるとされている。このことから,神 奈川

県内の水生植物が生育可能であったため池は,全 体として富栄養化がかなり進んでしまっ

たために,そ の大分部が浜島の定義する無植生の池となってしまっているといえそうであ

る。とシの見られた2つ の池についても,そ の将来は必ずしも安泰とは言えないようで,

このことは,つ い最近までヒシの生育が知られていた2つ の池が,今 回の調査の結果絶減

していることが確認されたことからも推察される。いずれにせよ,神 奈川県内の水生植物

相の将来はまことに愛うべき状況にあるといえよう。

3。今後の水生植物の保産について              ど 、

今回調査対象とした水生植物は,帰 化植物のオオカナダモおよびマカナダモを除いて,

過去に神奈川県内に生育していたことが,神 奈川県植物誌 (1958)に記録されている。こ

れらの水生植物の中で,今 回の調査で確認できず,ま た,調 査を行った池沼以外に通当な

生育環境が考えられないことから,自 然状態のものは絶減したと考えられるものにタヌキ

モ, ミツガシワ,ア サザ,ガ ガブタ,ジ ュンサイ,コ ウホネ,ヒ ツジグサおよび トチカガ

ミがあげられる。これらはいずれも代表的な水生植物といえるもので,ま ことに残念な結

果となった。このように,神 奈川県内においてはもはや保護すべき水生植物やそれに伴う

池沼は,ほ とんど存在しない状況であると結論づけることができる。そこで次善の策とし

て,身 近に水生植物を観察できる場の提供が必要になってくるものと思われる。自然保護

センターの湿生植物園もこうした状況をふまえて,今 後さらに展示を充実させていく必要

があるものと思われる。特に現在,沈 水 ・浮葉植物がアサザ ・フサモ位しかなく:き わめ

て貧弱なことから,こ の類の植物をさらに充実させる必要があると具体的な種としては,

ヒルムシヨ,ジ ュンサイ, ヒツジグサおよびヒシなどが最低限あげられるが,こ のために

は現状の湿生植物園の池では水深が浅すぎるため,こ のままではこれらの水生植物の生育

条件としては不適と考えられるので,さ らに深い池の造成が必要になってくる。湿生植物

園の将来の展示方針としては,こ うした点を考慮に入れて検討していく必要があるものと

思われる。
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図3.池 沼におけるオオフサモの分布

図4.池 沼におけるヒンの分布



図5.池 沼におけるハンタショウの分布

図6.池 沼におけるキショウプの分布
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図 7.池 沼におけるホテイアオイの分布

図8.池 沼におけるイグサの分布
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図9.池 沼におけるショウブの分布

図10.池 沼におけるウキヤガラの分布
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図11.池たにおけるカンガレイの分布

図12.池沼におけるサンカクイの分布
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図13.池 沼におけるマヨモの分布

図14.池 沼におけるエビモの分布
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図15:池 沼におけるミクリの分布

図16.池 沼におけるガマの分布
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図17.池 沼におけるコガマの分布

図18.池 沼におけるヒメガマの分布
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飼育下におけるカワセミの観察
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ObservatiOn on the raising Common lndian KingfisheI

Takeshi IIMuRA,Kiminori TACUCHI,Aktta ENDO,

Kazunori ZENBA,MiChinOri rrACUCHI,Akira TsuNODA,

Hiroyuki MIHARA.

は  じ  め  に

厚木市飯山を流れる小鮎川 (川幅約15m〉 :の岸の崖にt19西 年の初夏にカワセミД姥カ

α物本 物繁体 GMELINが 営巣した。この場所に直岸工手を行うこととなり,1985年 6

月13日,カ ワセ ミの幼烏 (以下カワセミ)71羽 が神奈川県主自然保護センターの野生傷病

鳥獣治療飼育合 (以下飼背合)に 保護収容|されたと!その後1保 護された7羽 のうち4羽 が

つづけて死亡した。その原因は明確ではない
っ|!お 相内に■いた水植の水に溺れて死亡し

たと推定されるものもあった。        |  ―
  |

カワセミは各地の池畔やサ|1畔に普通な鳥で (小林,19夕8).野 外における観察記録は比

較的多く,最 近では河川,湖 沼などの水の汚染に関連し,|いわゆる水環境の良否の指標と

なる鳥として注目されている。しかし,そ の生ねたぢ↓`であまとま―ぅた調査研究はほとん

どない。幸い筆者らは保護飼育され,フライング・ケ■ンで野生すヒ訓練中のカワセミ3羽
について,採餌その他2～3の習性を観察し:実験を十‐11検会を得た。ここにその結果を
報告するげ    I Ⅲ              ■ ! 千

材料および観察方法                  |

保護されたカワセ ミは,当 初飼育室配備の鳥徳内で飼育され,1985年 7月 30日からフラ

イング・ケージ (以下ケージ)に 放飼された。ケージの大きさは,高 さ305 cm,縦 360 cm,

横 360 cmである。この中には5ヵ 所に止まり木があり,そ の高さは2本 が 2.5m, 3本 が

1.Om,さ らに風雨を防ぎ,鳥 の避難所としての植え込みがある。地面にはプラスチック

製の容器 (横73cm,'縦44cm,深 さ23cm)を 置いて地とし|こ れに併となる魚を放飼した。

なお,池 の底には砂利を救いたので実際の水深は約7 cmであった。この水深にしたのは,

カワセミ(幼鳥)が溺れないように配慮したためであぅた。

個体識別のため, 3羽のカワセミにはそれぞれヤシッタインキで体の一部にマークを施

X神 奈川県立自然保護センター   Kanagawa Prefectural Nature Conservatim Center.

まま厚木生物クラブ   Atugi Club of Blology.    |
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した。赤色で喉に施したものを陥1(雌 ),頚 に施したものを陥2(雄 ),マ ークされな

いものをNo 3(雌)と した (図1)。 なお,カ ワセミは8月16日に放鳥したが,こ れらの

カワセミの性はこのときに判別したものである。

得 とした魚はモツゴ (全長 5～ 7 cm),金 魚 (全長5.5～6 cm),アプラハヤ (全長 5

～10cm),オ イカワ (全長11～13cm), ドショウ (全長 6 cm)おょびカジカ (全長 5 Cm)

の 6種 である。採得量は池に入れた魚の数から残った魚の数を差し引いて算出し,い わゆ

る頭数で表わした。

観察および実験は1985年7月 30日から同8月 12日までにわたったが,観 察記録したのは

8月 1日,同 3日 ,同 8日 を除く11日についてで,そ の総観察時間数は898分 (約15時問)

であらた。なお,各 日の観察時間は6時から17時までの間に行った。

観察はケージから約 3m離 れた位置 (飼育合の前)で 双眼鏡とスコープを用いて行い,

常にカワセミの個体を識別し,ま た併 となった魚を同定した。

動物の種間関係を明らかにすることは動物行動学上の重要テーマの 1つになっている。

そこで,他 の動物に対するカワセミの反応実験を行った。他の動物とはマガモの模型,ヤ

●

図 1.カ ワセミの個体機別



●

21

マカ″シの死亡個体,モ クヅガニおよぴ鳥類のさえずりである。

マガモの模型は木製のもので, 8月 4日 13時25分に池の積に置いた (図2)。 ヤマカガ

シは全長約60cmで, 8月 4日 14時7分 に止まり木に巻きつけ,ま たは池に浮ばせた(図3)。

また,モ クヅガニの大きさは甲長45Blllで, 8月 7日 14時に生体を池に入れた。鳥のさえず

りはテープレコーダーに収められたもので,そ の種類はアカゲラ,セ ンダイムシクイ,キ

ビタキ,コ ムクドリ,イ カル,オ オルリ,ツ ツ ドリ,ア カタヽラ,マ ミジロ, クロツグミ,

ホトトギス,ア オバ｀
ィク, トラツグミ,ヤ イロチョウ,ア オタヽ 卜,ア オグラ,サ ンコウチ

ョウ,ノ ビタキ,コ ヨシキリ,ホ オアカ,ヨ ジュリン,ア カモズ・カッヨウ,オ オヨシキ

リ,シ マアオジ,ノ ゴマぅエゾセンニュウ (以上27種, 日本鳥類保饉違盟発売の四季のさ

えずりで,以 下四季のさえずり)と オオヨシキリ (以上 1種 9筆 者らにより玉川で録昔)

であり,四 季のさえずりについては8月 5日 15時に,ま たオオヨシキリについては8月 12

日15時に放送し実験をした。

なお,カ ワセミは8月 16日に野外に放為したが,こ のとき性を判別するとともに lmき

ざみの定規で体各部の長さを測定した。その結果を表 1に示す。

結果および考察

観察および実験の結

果はつぎのとおりであ

った。

1.補 食された魚覆

と採傾エ

魚は6種 与えたが,

このうちオイカワを除

き5種 が捕食された。

魚種ごとの給併および

採併の経過を表 2に示

す。上段の数字は与え

た魚の数,下 段の数字

表1.カ ワセミの体各部の調定生

は "

区 分 NQ l NQ 2 No 3 平 均

性 雌 雄 出

体 重 (3 )

全 長 (H )

翼 長 (m )

嘴峰長 (回)

尾 長 (H )

鮒賦長 (口)

３５

・４９

７．

３７

‐７

「６

３０

６５

７．

３５

２５

８

０

８

３

６

５

７

４

５

７

３

２

５

　
　
７

　
　
２

　
　
６

　
　
２

　
　
７

３

　
　
５

　
　
７

　
　
３

　
　
２

(備考)測 定は8月 16日の放鳥時

図 2.マ ガモの模型を置いたところ 田3.ヤ マカガシををきつけたところ
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表 2.カ ワセミの探得量 (3羽 の合計値)

誤 7/30 7/31 8/2 8/4 8/5 8/6 8/7 8/9 8/10 8/11 8/12

アプラハヤ
０

０

０

０

０

１

０

０

０

２

０

０

０

０

オ イ カ ワ
０

０

０

０

０

０

モ  ツ  ゴ
０

８

０

４

０

４

金 魚
０

０

３

３

０

０

５

５

０

０

３

３

７

７

２

２

カ ジ  カ
1

1

ドジ ョ ウ
1

1

計
０

８

４

１

０

４

４

１

０

５

４

１

０

０

２

４

２

１

０

０

０

０

０

０

50
卜50

０

０

３

３

７

７

２

２

(注)上 段は与えた魚の数,下 段は食べられた魚の数

は食べられた魚の数で,こ れはカワセミ3羽 による合計値である。なお, 7月 30日から8

月12日までのすャヽわゆる観察記録日11日間に3羽が食べた魚の数は228頭で, 1羽 当たり

76頭, したがつて 1羽 1日 当たりの捕食数は平均約 7頭 であうた。

18月 2日 までは,ア プラハヤ10頭,オ イカワ10頭,モ ツゴ20頭・計40頭が常に池にい

るように給録 した。その結果,カ ワセミはオイカワを全 く捕食せず,ま たアプラハヤは8

月2日 に僅かに 1頭 を捕食したのみで,も っぱらモツゴを集中的に捕食していた。前述

のとおり魚の大きさはその全長がアプラィヽヤ 7～ 10cm,オイカワユ1～ 13cn,モ ツゴ 5～

7 cmで, 8月 2日 までの観察では魚種の選択よりも,よ り小さな魚を捕食する傾向にある

のではないかと考えられた。そこで, 8月 4日 からはその全長が 5～ 7 cmのアプラハヤを

与えてみたさその数は8月 と日には10頭で,こ れはすべて捕食された。そこで,翌 8月 5

白には20頭与えてみたところ捕食されたのは12頭であった。この日にはアプラハヤの他に

カジカとドジョウをそれぞれ I頭与えたが,す べて補食された。また, 8月 6日 と同7日

にアプラハヤをそれぞれ10頭与えたが,こ れらもすべて捕食されたす !    |

8月 9日から同12日までは金魚のみを与えた。その数は少ない日で27頭す!多い日は50頭

で,与 えた数だけ捕食された。

なお,カ ワセ ミに捕食されなかった全長10Cmのアプラハヤの中には,カ ワセミの嘴によ

るつつきで出来たと思われる傷が背にみられた。このことは,全 長10cm以上もある魚をカ

ワセ ミは攻撃するが,捕 食出来ないことを示すものである。

2.各 種の動物および品のさえずりに対する反応

1)マ ガモの模型の例

池の積にマガモの模型を置いてから30分後,カ ワセ ミは池の至近の止まり木に飛来し,

け
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間もなく水浴を行った。しかし,こ の間マガモの模型に対して警戒するような姿勢は見ら

れなかった。

2)ヤ マカガシ死亡個体の例

止まり木にヤマカガシ死亡個体を巻きつけてから17分後に,そ の止まり木にカワセ ミが

止まり,続 いてダイビングを行った。また,ヤ マカガシ死亡個体を池に浮ばせてみたが,

その 5分後にはダイビングを行い,警 戒するような姿勢は見られなかった。

3)モ クヅガニの例

モクヅガニ 1頭 を地に入れた7分後,カ ワセミ (陥3)は じっと池を見詰め始めた (以

下見詰め開始)と
｀
その21分後,モ クヅガニが池の外に這い出したため,こ れを池に戻した。

見詰め開始から48分後,カ ワセミ (No 2)が ダイビングを,さ らに見詰め開始71分後およ

び73分後にカワセミ (Nd 3)がつづけてダイビングを行った。これら一連の行動は,モ ク

ヅガニに対して最初は警戒していたが,や 力fて日‖れ力S生じ,ダ イビングをするに至ったこ

とを示すものである。

4)烏 のさえずりの例

テープレコーダーによる鳥のさえずりをカワセミに開かせ始めてから30分の問3羽 とも

警戒するようにケージの中を飛び廻わっていたが,そ の後は徐々に馴れが生じ始めたらし

く,止 まり木に止まったりするようになった。それでも鳥のさえずりが気になるらしく,

発声源を提視していることが多かった。オオヨシキリのさえずりに対する反応は他の鳥に

比べて顕著で,発 声源への提視に加えて時々上や横を見る動作が見られた。

3。 その他の動作

池の外に跳ね出したモツゴや金魚をカワセ ミが捕食するのが観察された (7月 31日)。

また,ケ ージの上をハシポソガラス,オ ナガ,ヒ ヨドリなどが飛劾通過すると顔を上に向

けてこれを提視し,警 戒する姿勢がみられた (8月 5日,図 4-A)。 それは数秒間に及

ぶことがあり,飛 去の確認,す なわち対象鳥を目で追う動作も見られた (図4-B)。

図4.他 の鳥    凸 に対する注目

Bは Aの 説明

⌒

図5.他 個体の接近により具を広げる動作
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カワセミが止まっている枝に他のカワセミが止まろう

け,翼 を広げる動作が観察された (8月 5日 と同6日,

とすると,各 個体が互いに嘴をあ

図 5)。 これはその動作の状況か

らして,互 いに威嚇し合っている

ものと推察された。また, 8月 5

日の11～12時にはカワセ ミが嘴を

開けた状態で静止しているのが観

察され (図6),そ の後このよう

な状態は日中頻繁に観察されたが,

これは時期が夏で気温が高 く,体

温調節のため行ったのではないか

と考えられた。

神奈川県立自然保護センターの野生傷病鳥獣治療飼育舎付属のフライング ・ケージ (高

さ,305 cm,縦360 Cm,横 360 cm)で 3羽 のカワセミ幼鳥の野生化訓練が行われた。これら

のカワセ ミについて1985年7月 30日から同8月 12日までのうちの11日間,採 併量を調査し,

また他の動物に対する反応の実験と観察を行った。採併量の調査は水槽に魚を放飼し, 自

ら捕食させたものである。

魚はクチポソ,金 魚,ア プラハヤ,オ イカワ, ドジョウおよびカジカの6種 を与えたが,

オイカワを除きS種 が捕食された。捕食された魚の体長はいずれも10cm以下であった。こ

れに対してオイカワの体長は11～13cmであり,オ イカワが捕食されなかったのは体が大き

すぎたためと考えられた。なお,11日 間に3羽 のカワセミが食べた魚の数は228頭で, 1

羽当たり76頭, 1羽 1日 当たりのお食数は平均約 7頭 であった。

他の動物に対するカワセミの反応行動を見るため水槽の横にマガモの模型を置き,ま た

モクヅガニを放飼し, さらに止まり木にヤマカガシの死亡個体を巻きつけてみた。しかし,

カワセミはこれらに対して目立った反応は示さなかった。テープレコーダーによるアカゲ

ラ,ア オパ トなど28種の鳥のさえずりに対しては顕著な反応が見られ,約 30分間警戒しな

がらケージの中を飛び廻っていた。

以上のほか,ケ ージの上をヒヨドリなどが飛朔通過するとこれを提視警戒する姿勢や,

場所の占拠をめ ぐリカワセ ミ同士が互いに威嚇し合っていることなどが視察された。

文  献

小林桂助 1978 原 色日本鳥類図鑑.保 育社,大 阪.

●

要摘

鳴を開け停止状館のカワセミ



神奈川県立自然保護センター調査研究報告 (1987)

日向川下流域に生息する

ヤマセミの観察 (4)

一 巣造り中に死亡したヤマセミ(雄)と

そのあとに移入した同種個体について 一

神 保 健 次
長・神 保 忍

藤・ 山  崎  良  子
==

Notes on the Japanese Pied Kingfisher in the Hinata River(4)

-Observation on Cの 物 物財う,容tmale)that had died
in making the nest and one of the same kind that

migrated to the nest soon days after ―

Ketti JINBO,Shinobu JIN30,and RyokQ YAMAZAKI

は じ  め  に

日向川下流域 (神奈川県厚木市)に 生癌、するヤマセ ミ働り勉 ど轡あた の繁殖午態等の

観察については,こ れまで神奈川県立自然保護センター調査研究報告 1(1984),同 2

(185),同 3(1986)お よび神奈川自然資料 7(1986)で 報告 してきた。本報では,れ

まで観察してきた番のうち雄個体が1986年の造巣中に死亡 し,そ のあとに他の雄個体が移

住 してきて先住の雌 と一緒になり造巣しているのが観察されたため,こ こにその知見を報

告する。

本文に入るに先だち,原 稿のご枝間の労を煩わした神奈川県立自然保護センター所長飯

村武博士に厚 くお礼申し上げる。

調査地および問査方法

巣造 りしていたのは,こ れまで観察してきた崖と同じである (神奈川県立自然保護セン

ター調査研究報告 3の 第3報 図 1参照)。 観察は1986年4月 8日 ,同 11日,・同12日および

同13日の4日 間について行った。

観察についてのこれまでの経過から造巣中のヤマセミは他の時期に比べて観察者の接近

を非常に警戒することが知られている。そのため巣穴との距離約50mの 位置にブラインド

を設置し,観 察はもっぱらこの内側から行った。

岡 査  結  果

X横 浜市緑政局   Green En宙 ronlnent Administration Bureau of YokOha■la

まま日本動物行動学会   Japan Ethological Society
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1.巣 造 りの開始

1986年4月 8日 ,崖 の左側上部でヤマセミの番が交代で巣穴を堀っていた (図1)。 そ

れは頭部を穴に挿入し,堀 った土を足で外に播き出すもので,出 入日からヤマセミの尾が

見える状態であった。このことから判断して観察時点における穴の深さはまだ約20cmで,

巣造 りを開始してから間もないものと考えられたとなお,こ のとき巣穴を堀っていた雄鳥

の右脚に足環を認めた。

2.へ い死体の発見と巣造 りの中止

4月 11日,ヤ マセミ雄成鳥のべい死体が地元民に拾得され,神 奈川県立自然保護センタ

ーに届けられた。この個体は筆者らが観察を行っている崖から約100mに 位置する雑木林

の中の露土上で死亡していたものであり,筆 者らが1985年9月 29日,学 術研究用として環

境庁の許可を受け,七 沢サ11の下流域で捕獲し,右 脚に足環 (陥1)を 装着して放鳥した個

体であった (図2)。 (なお,死 因については同報告第5報,ヤ マセミ (雄)の へい死体

の検索に記載している。)       ‐

当日 (4月 11日),崖 の巣穴とその付近でヤマセミを観察することは出来ず,巣 造 りも

中止されていた。翌4月 12日には雌鳥が観察された。しかし,雄 鳥は観察されず,巣 造り

行動も全 く中止されていた。                ・ .

3.巣 造りの再開
4月 13日,雌 雄のヤマセ ミが巣穴から土を掻き出しているのが観察され,巣 造 りの再開

が確認された。

4月 8日 に巣造 りの開始が認められた。その後の巣造りについての観察は4月 11日～同

13日の3日 間行ったのみであるが,こ のうち11日と12日の 2日 間は巣造りを中止していた。

この巣造り中止の4月 11日に巣穴の至近で雄成鳥が死体で発見されるという事件が発生し

た。筆者らはこの死亡個体が4月 8日 に巣穴堀 りをしていた個体であることを足環番号な

どで確認することは不可能であったが,同 一個体であることはつぎの理由により明らかで

あった。

ア.死 亡と巣造 り中止の時が一致すること

イ.死 亡の位置が巣穴の至近であったこと。

ウ.巣造り中止2日目 (4月12日)には巣穴付近で雌鳥が観察されたが,雄 鳥は遂に観

察されなかったこと。

清様 (1978)によると,ヤ マセミは1つの浅流, 1つ の湖沼に1番 しか生鳥、しないとい

う。また,そ の行動圏の最長は約 4 kmであるともいい (小林,1978),ヤ マセミの番の領

域が以上の範囲であることは, 日向川における筆者らの観察でも確かめられている。

ところで, 4月 13日に観察したところ,雌 雄の鳥が巣―穴堀りを再開していた。これはお

そらく,以 上の経過からして既住の雄の死亡にともない,領 域の周辺にいた別の雄個体が

早速移入してきて,既 住の雌成鳥と番を形成し,繁 殖態勢に入ったものと考えられた。

摘  要

1986年4月 8日 に崖の左側上部でヤマセ ミの番が巣穴堀りを開始した。その後, 4月 ユユ

●

韓ギ
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田1.培 造り中のキマセミ

ヤマセミ雄成鳥のへい死個体
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日に雄成鳥の死体が崖の至近の雑木林で拾得されたが,こ れは1985年9月29日に筆者らが

足環を装着したものであった。雄成鳥の死亡と時を同じくして4月 11日と同12日には巣造

りが中止され,12日 には雌成鳥のみが観察された。これらのことから,死 亡個体は4月 8

日に巣穴堀りをしていた個体であることは明らかであった。                    ●
ところで, 4月 13日には雌雄の鳥が巣穴堀 りをしているのが観察された。以上の経過か

らして,領 域の周辺にいた雄個体が死亡個体に代つて移入してきて,既 住の雌と番を形成       ..

したものと考えられた。

文  献

清棲幸保 1978 鳥 類大図鑑,講 談社,東 京.

小林桂助 1978 原 色日本鳥類図鑑.保 育社,大 阪.



神奈川県立自然保護センター調査研究報告 4(1987)

日向川下流域に生息する

ヤマセミの観察 (5)

一 ヤマセミ(雄)へい死体の検索 一

神 保 健 次ほ・神 保 忍準 山 崎 良 子rH

Notes on the Japanese Pied Kingfisher in the Hinata River(5)

一 Anatomical 宙ews on the carcass of

O初 河 牲″あ施 (male)一

Kenii JINBO,Shinobu JINBO,and Ryoko YAMAZAKI.

は  じ  め  `こ

1986年4月 11日,ヤ マセ ミの雄成鳥のへい死体が地元民に拾得され,神 奈川県立自然保

護センターに届けられた。死亡していた位置は,筆 者らが観察を行っている日向川下流域

の崖 (ヤマセミが造巣している)か ら約 100m離 れた雑木林の中の露土上であった。届け

られたヤマセミは,筆 者らが環境庁の持可を得て1985年9月29日に七沢川の下流で捕獲し,

足環 (No l)を付して放為した雄個体であった。

筆者らは,死 亡原因を明らかにする目的でこの個体の検索を行い,解 剖的知見を得たの

でその結果を報告する。本文に入るに先だち,原 稿のご校閲の労を煩わした神奈川県立自

然保護センター所長飯村武博士に,ま た寄生虫の同定をして下さった麻布大学環境生物学

研究室の内田明彦博士に厚 くお礼申し上げる。

盟 査  方  法

検体については,ま ずノギスで外部形態の計測と外傷の観察を行った。ついで臓器を捕

出し,肉 限および実体顕微鏡を用いて内部寄生嬬虫類を観察した。得られた吸虫は70%の

アルコール液で固定したのち染色し,種 を同定した。

結果および考葉

11.外 部形態の計測値

へい死個体 (同報告第4報 図 2参照)の 体各部の計測値はつぎのとおりであった。

体重,250g;全 長,381mm;翼 長,182mm;露 出嘴峰長,55,9mm;肘 蹴長,19。2mm;

率横浜市緑政局   Green En宙 ronrnent Administration Bureau cf Yokohama

浜X日 本動物行動学会   Japan Ethological SOciety
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尾長,142.4mm.

2 .外 毎

外傷の状態はつぎのとおりであった。すなわち,左 肩部に2ヵ所,下 腹部に2ヵ所,計
4ヵ所の傷日があって,そ れぞれの傷日から出血痕が認められた。また,傷 はいずれも内

臓にまで達していた。つまり,肩 部の傷は気豪まで,ま た下腹部の傷は大腸まで達し,体

内には大量の出血が認められた。鳥体の表皮における傷日の直径は,い ずれも8 mm程度で

あった。

以上の観察から,本 個体の死因はタカ類など猛禽類の攻撃によるものと推察された。

3.内 部寄生照出類

内部寄生輪虫類の検索は,肺 ,心 臓ぅ肝臓ち陣臓.食 道,目 ,小 腸,大 腸について行った。

その結果,小 陽から吸虫類の t/mリケ ど惣所偽 力f多数見出された (図1)。 Hobgood

(1938),Hunter(1934)に よれば 働呼リケー 施 の近緑種にはり閉″″ α″う幼財体
があり,こ れは北アメリカに分布し,終 宿主として筋鉛街句姥 α物筋協″容 をもつ。なお,

t/Zリケ ″″う物財体 は 海水性の貝である 挽 体功″ 所切施 を第1中間宿主とし,■仰‐

初 体 り働ガrAゃ ぁ修′幼ル切 印 みど″ などの魚類を第2中間宿主としている (Hobg‐
ood,1938.Hunter,1934)。このことから考えて,本 個体の吸虫類も食物としての魚類から

感染したものと推察された。

Hobgood,J.0.1938.The metacercana of O/c2,物 刀衛ね,“解 COllins.Tr,Am.

Micro Soc.57(2)158‐ 164.

Hunter,G.M III and Hunter,WS.1934.The life histott of the black grub of

bass, C惚母われ筋力 α″所?メ″体(Hughesl.JPar.20:328
黒田長久 1962 動 物系統分類学.10(上 ) 中 山書店

●

献



神奈川県立自然保護センター調査研究報告 4(1987)

神奈川県立自然保護センターの野外

施設に産する甲虫類について

高 橋 和
1弘車

Coleoptera fauna in the Kanagawa Prefectural Nature

Conservation Center(Nanasawa,Attugi‐city).

Kazuhiro TAKAHASHI

は じ  め  に

神奈川県立自然保護センター (以下自然保護センターと略す)は 神奈川県厚木市七沢に

位置し,付 属して面積約7 haの野外施設がある。これらは雑木林や谷沿いの旧水田あるい

は畑等を利用して造成されたもので,そ れぞれ緑化見本田,昆 虫の森,野 鳥の森,水 鳥の

池,ホ タルの里および湿生植物園と呼び実際に自然観察を行う場所として利用されている。

また,こ の外に林業試験場との共用施設として樹木見本田もある。これらの野外施設に産

する動植物の種類を知ることは, 自然保護センターに関する基礎資料の一
っとして,極 め

て有効であると思われる。そこで今回は昆虫類の中の甲虫類 (鞘翅目)を 対象に,野 外施

設に産する甲虫類目録の作成を目的として,こ の調査を実施した。

本文に入る前に,次 の方々には同定ならぴに文献等で大変お世話にをった。ここに記し

て厚 くお礼申し上げる。野津裕氏 (ゾウムシ類),平 野幸彦氏 (落葉下の小甲虫ならびに

神奈川県未記録種についての確認),高 桑正般氏 (ハナノミ類)。 また,標 本を恵与下さ

った林業試験場の新田肇,越 地正の両氏ならびに過去の採集品のデータについて御教示い

ただいた伊藤正宏氏にも深く感謝する。

盟査地域の概要

この調査を実施した自然保護センターの野外施設は丹沢山塊の東部山麓に位置し,標 高

はおよそ90～110mで ある。地形的には谷戸と呼ばれる細長い谷間を中心として,そ の周

囲の傾斜地に成立した森林と丘陵部上部の平担面からなっている。谷の部分‖まアシ;ガ マ,

ミクリ等を主体 とする湿地性の草原となっており,そ の両側の斜面はクヌギ,コ ナラ,イ

ヌシデ等を主体とする落葉広葉樹林いわゆる雑木林で,一 部にはスギ,ヒ ノキの植林地が

ある。また,丘 陵上の平坦面は緑化見本田や樹木見本国として緑化樹木等が植栽されてお

り,そ の周辺には牧革を主体とした畑や菜の呆樹園等もある。全体として,神 奈川県の低
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山地常に見られる典型的な環境 といえよう。調査は野外施設のほぼ全体にわたって行った

が,特 に雑木林の部分に最 も多数の甲虫が見られたので,重 点的に採集を行った。したが

って, 日録に示 した大部分の個体はここで採集されたものである。

神奈川県立自然保護センターの甲虫類目録

この目録は概ね次ぎの要領により記述 した。

1.科 及び種の配列ならびに学名及び和名は原則として原色日本甲虫図鑑 〔森本他,1986

(I);上 野他,1985(II)F黒 澤他,1985(III),林 他,1984(IV)〕に従った。

2.同 定についても主として原色日本甲虫図鑑に依ったが,こ れ以外に使用した文献につ

いては文末の引用文献の欄に一括して示した。

3.記 述順序としては, まず和名,学 名をあげ続いて採集データを示した。採集データは

採集個体数,採 集年月日,採 集者名, 自然保護センター所蔵標本番号の順に記述した。

なお,筆 者が採集した個体については採集者名を省略した。また,一 部の種については

簡単なコメントをつけた場合がある。

4.雌 雄の区別についてはわかりやすい一部の種については示したが,大 部分の種につい

てはこれを省略した。

5.神 奈川県来記録種については種名の未尾に中印を付けた。

オサムシ亜目  ADEPHAGA

ハンミョウ科  CicindeHdae

コンヽ ン ミョウ   物 物 sルC%筋施  CHAUDOIR

l e x , ,  1 0 .Ⅵ。 1 9 8 5・ N C一 C L - 1 9 5 ,

本種は湿生植物園の池にある浮葉植物のアサザの業上で見られた。採集された環境とし
てはかなり珍しい例と思われる。
ハ ン ミョウ   働 cガ″ル物 び″物ク岱容 ″ ″ぢ6″ THuNBERC

l e x , ,  1 0 . w I . 1 9 8 5 ,  N C一 C L - 1 9 6 ,

野外施設では秋期に比較的よくみられた。

オサムシ科  CaraЫdae

エサ キ オサ ム シ   a歓 力容 αゎ″.ヵ″ 夕彰筋″″容  (NAKANE)

lex., 25.Ml.1986, NC一 CL-56.

ア オ オサ ム シ   Q惚 力容 ガ湾 ″力をθ力 CHAUDOIR

l♂ , 5.V.1986, NC一 CL-11.

ク 早ナ ガ オサ ム シ   物 ∽ 物あ容 夕祝″ガ容  (CHAUDOIR)

lex,, 11.Ml,1986, NC一 CL-12.

ヨツモ ン ミズ ギ ワ ゴ ミム シ   冤 拓駆 /2あ 夕瞬 Ca(BATES)

l e x . , 5 .Ⅵ.1 9 8 6 ,  N C― CL - 3 6 5 .

ア トモンミズギワゴミムシ  ユ タあtatθ″%材θ姥″″ あ物sガPu T z E Y S

●
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leXも,4.VIl.1986, NC一 CL-369.

マ ダラケシ ミズギ ワゴ ミムシ Ⅲ  3物 妨,冴,θtt α妨ご%紹筋初 (PANZER)

lex.,5.VI.1986,NC― CL-366.

ア トキ ミズギ ワゴ ミムシ  動 物筋at。%cθ 容″物物 物初 BATES

iexⅢ 5,Ⅵ .1986,NC一 CL-368.

ツマキ ミズギ ワゴ ミムシ  動 物あ″物%w″ ″%″物物 NETOLITZKY

lex,,5,VI.1986, NC一 CL-367.

ヨツポシ ミズギ ワゴ ミムシ  a物 あ'"。%物 θ招切滋ガ CsIKI

lex.,5.Ⅵ .1986,NC一 CL-370。

アカガネオオ ゴ ミムシ   分 をθ%og物 す物 歓″俗竹容 MOTSCHuLSKY

lex.,5.Xl.1986,NC― CL-57,

アオグ ロヒラタゴ ミムシ  物 容 ご筋 ルθ物容 (BATES)

lex.,15.Ⅵ .1984, NC一 CL-354.

ク ビアカモ リヒラタゴ ミムシ  の み勉体 物あガ冴容 BATES

lex.,24.V.1984, NC一 CL-59.

ル リヒラタ ゴ ミムシ  励 物″夕協庵 ル物θ″体 CHAUDOIR

lexⅢ ll.VI.1984.NC一 CL-60.

ベ ー ツ ヒラタゴ ミムシ  9″ 物 容 筋燃 ガ HAROLD

l e x . , 2 4 . V : 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 5 8 .

ニ ッポ ン ツヤ ヒラ タ ゴ ミム シ   働 燿劾 容 ag9物容 (TscHITscHE~RINE)

lex.,1.Ⅵ .1986, NC一 CL-95.

ニ セ マ ル ガ タ ゴ ミム シ   九 物 ″ ごθ例野 翅  MoRAWITZ

l♂ , 21.IV.1986, NC― CL-93.

コ ア オ マ ル ガ タ ゴ ミム シ  Д 物 惚 σあ 略0,磁 BATES

iex.,25.V。 1985, NC一 CL-355。

本 シ ポ シ ゴ ミム シ   A%な θ冴物●り 否 ″初び筋り 吻 夕な MORAWITZ

lex.,30.V.1984,NC― CL-61.

ヒ ロゴモ ク ム シ   財 クル ′容 切つθ初踏  (MOTscHuLSKY)

lex.,6.Vll,1984, NC一 CL-357.

マルガタゴモクムシ  協 つ冴容 物牲ガ CHAUDOIR

lex.,17.V.1985, NC― CL-97.

アカアシマルガタゴモクムシ  阿 ″″体 冴π筋体  Bt t E S

l e xⅢ 5 .Ⅵ .1 9 8 6 , N C一 CL - 9 6 .

ウエ ノツヤ ゴモ クムシ   r荒 力θ冴びヵ%潜 冴夕物θ″ HABU

lex.,6.Vll.1984, NC― CL-371.

マル ヒメゴモクムシ  助 わ確″容 ガ初♭切燃  BATES

iex.,1.VI.1986,NC― CL-356。

ナガ マメゴモ クムシ  勧 物θ!功 2s ttθ%θガ滋s BATES

iex.,6,IV,1986,NC一 CL-358.

マメゴモクムシ  S杉 %θわル 俗 ル わたθ々 な BATES
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l e x . , 2 2 .コ . 1 9 8 6 ,  N C一 C  L  T 3 5 9 .

ニ ッポ ン ヨツポシ ゴ ミムシ  D &力 益 容 力″雄 A N D R E W E S

l e x . , 1 1 .Ⅶ. 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 6 2 .

コキベ リアオ ゴ ミムシ  働 励 ガ容 あ 物 滋 r t a  B R U L配

l e x . , 2 3 .Ⅵ. 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 1 9 .

アカガネアオゴ ミムシ  6あ 物 ″ガ容 ″体妨w s  B A T E S

i e x , , 1 8 .Ⅵ. 1 9 8 6 , N C― C L - 2 0 .

ア トポシアオゴ ミムシ  0慨 ″″ガ容 物 的控/ M o R A M T Z

l e x . , 2 5 ,Ⅷ. 1 9 8 5 , N C― C L - 3 6 0 .

キベ リアオ ゴ ミムシ  6″ 協 所 容 力慨 初協ガな MoRAMTZ

lex.,5.Ⅶ .1984,NC一 CL-361.

ヒメキベ リアオ ゴ ミムシ  物 がな ど初康 CHAUDOIR

lex,5.Ⅵ .1986, NC一 CL-63.

カ ドツプゴ ミムシ  負 効均 θ″筋 α電″″θtt BATES

lex.,24.V.1984, NC一 CL-64.

ハ ギキ ノコゴ ミムシ  6q物 財腕″筋偽 PUTZEYS    ・ 1

lex.,24.V.1985,NC一 CL-363.

ヤ水シ ゴ ミムシ  ル 所冴筋 何物財勉 物 MORAMTZ

lex.,30.V。 1984,NC一 CL-65.             i

フタホシア トキ リゴ ミムシ  L力 ri7切物困筋 ″ MORAMTZ

lex.,23.V.1984,NC一 CL-66.             |

ホシハ ネ ピロア トキ リゴ ミムシ  Lカ カ 物動 物 ScHMIDT― ∞ BEL

iex.,15,WI。 1884,NC一 CL-67.

ホソア トキ リゴ ミムシ  D乃 ″体 タダ角容 BATES

iex.,30.V.1984, NC― CL一 o8.

クビポツゴ ミムシ科   Braぃ hidae

ミイデラゴ ミムシ  の 容 必もθ2-MORAMTZ

lex.,5。 WI。1986,NC一 CL-13.

コガシラ ミズムシ科   Halぃ ‖dae

コガシラ ミズムシ  乃 肋 わ施 あわ     (SHARP)

lex.,26.V.1986,NC一 CL-94.

ゲ ンゴロウ科  Dytiscidae

チ ビゲ ン ゴ ロウ  C切 勢 θね たヵ ″あ  ( S H A R P )

l e x . , 9 .Ⅳ . 1 9 8 5 , N C一 C L - 3 7 5 .

ホ ツセ ス ジ ゲ ン ゴ ロウ  6 9″ 力拓 触伊惚〃ガ BA L F O U R― B R O W N E

l e x . , 2 0 .Ⅳ .ユ 98 5 ,  N C― C L - 3 7 6 .

マ メゲ ン ゴ ロウ  ム 留 肱 角″ ″う孤 SH A R P

●
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i e x . , 2 6 . V。 19 8 6 , N C一 CL - 9 1 .

ヒメゲ ンゴ 回ウ  R物 ″族 ″材′″打θ顕  (S T E P H E N S )

l e x . , 2 6 , V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 9 0 .

●        コ シマゲ ンゴ ロウ  物 虎湾 g/励 容  (G E R M A R )

l e x . , 2 6 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L  T 9 2 .

ミズスマシ科  Gyttndae

ミズ ス マ シ   ∽ 熔 Й 仰 ″を容 SHARP

l e x . , 2 5 .皿。19 8 6 ,  N C一 C L - 1 9 7 .

カプ トムシ亜 目  POLYPHAGA

ガムシ科  HydrOph‖旧ae

セマルマグソガムシ 率  財 電硲ル物″″ grib肋滋初 MoTscHuLSKY

lex.,14,皿 .1986,NC一 CL-372.

マルガムシ  H競 octt r2駒 朗ぉ (sHARP)     ・ i

lex.,26。Ml.1986,飯 村優子採集,N CttC L-16.

シジ ミガムシ  助 αθ冴容 肋ル″ SHARP

lex.,20.lV,1985, NC一 CL-373.

キベ リヒラタガムシ  助 訪秘sブリθ″_ (SHARP)

lex.,20,W.1985, NC― CL-374.    ―

ガムシ  夏 ガ物″払 αcZ2あ ″容 MoTscHuLSKY

lex.,26.V.1986,高 桑正敏採集,NC一 CL-14.

ヒメガムシ  勧 物冴のん容 物ル溶  (F A B R I C I U S )

l e x . , 2 6 , V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 1 5。

コガ ムシ  =ノ 殉ご物 物 研 秘る (SH A R P )

l e x . , 2 6 , V I . 1 9 8 4 ,  N C一 CL - 3 6 2 .

ゴマ フガムシ  段 /9s容 協 力θ″な ″ 物ガル″″本 HA R O L D

l e x。,2 6 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 1 7 ,

エンマムシ科  H i s t e n d a e

オオメエ ンマムシ  D夕 ″れ っれ″容 ″ 倣ガ M A R S E U L

l e x . , 1 9 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 3 7 7 .

エ ンマムシ  勉 夕抑力な物γル修″ ( M A R S E U L )

l e x . , 1 8 .Ⅵ. 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 1 8 .

タマキノコムシ科  L 6 1 o d d a e

チ ャイ 回ヒメタマキ ノヨムシ   吻 ゑガ容 S夕をい″あ ( P O R T E V I N )

l e x . , 1 2 . V l l l . 1 9 8 6 ,  N C―C L - 9 8 .
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ムクゲキノコムシ科   R‖ n d a e

ヒサ ゴムクゲキノコムシ  働 り o励 物 α冴恋妙吻 ″ MO T s c H u L S K Y

l e x . , 1 4 .測. 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 4 4 5 .

コケムシ科   S c y d m a e n d a e

ムナ ビロコケムシ  a夕 後″″筋″ ″″初ぢ物物 SHARP

lex.,14.測 .1986.NC― CL-447.

シデムシ科  S‖ph t t a e

マ エ モ ンシ デ ム シ  肱 ″ル γ塔 物 物 リカ俗 KRAATZ

lex.,1.V.1986, NC一 CL-198.  ・

ヨツポ シ モ ンシ デ ム シ   肱 ″ル 7溶 ″ み"物 滅冴容 KRAATZ

lext,VH.1980,伊藤正宏採集,NC― CL-433.

モモプ トシデムシ  対 佐秘 %移 御秘な HAROLD

l♂ , 9.Vll.1986,越 地正採集, NC一 CL-36.

オ オ ヒ ラ タ シ デ ム シ   E俺 物 ヵ ″ %たα (MoTscHuLSKY) ・ 1

1ex,,Vlll。1980,伊藤正宏採集,NC一 CL-440.

デオキノコムシ科  Scap肘 胡dae

ヒメクロデォキノコムシ  最 初妨″物″ 初茂影″ LEWIS i

lex.,1.WI。 1986, NC― CL-102.

コ ヒメデオキ ノコムシ  吻 ″ ″θ夕物 物 SH I R 6 z u  e t  M o R I M O T O

l e x . , 1 2 . V l l l。19 8 6 ,  N C― CL - 1 0 0。          「

ヤマ トデオキ ノコムシ  の 物 た仰物%秘 RE I T T E R

l e x , 3 0 , I V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 1 0 1 .

カ メノヨデオキノコムシ  の 初 物物 力 AcH A R D

l e x " 1 2 . V l l l。19 8 6 ,  N C― CL - 1 0 3 .

ハネカクシ科  Staph如 相ae

サ ビハネカクシ  0物 筋例容ね 2財α冴佑 (SHARP)

lex.,12.Ⅷ .1986,NC一 CL-21.

ハイイロハネカクシ  E″ わ姥仏 ヵヵ施  SHARP

l e x . , 2 4 . V . 1 9 8 4 ,  N C― C L - 3 7 8 .

クワガタムシ科  L u c a n d a e

ミヤ マ ク ワ ガ タ  と 惚 物 容 ,惚 ご″′砕 物θ物 燃  MOTscHuLSKY

l♂, 16.Vll.1985,板垣茂男採集,NC― CL-1.

ノ コ ギ リク ワガ タ  拘 w″ θ夕容 ああ     (MOTSCHULSKY)

1♂ , 20,Vll.1984, NC一 CL-443.

コ ク ワガ タ  財 αご殉力 竹容 ″抗俗  (MoTscHuLSKY)

●
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1♂ , 15.VI.1984, NC一 CL-444,

コガネムシ科  Scarabaddae

セ ンチ ヨガ ネ   Cの サ角,容 ルタ似廟 協 ね M o T s c H u L S K Y

l e x . , 2 1 .Ⅸ . 1 9 8 4 ,  N C― C L - 2 0 4 .

ム ネ ア カ セ ンチ コガ ネ   Bθ めθ解竹sθ物 ″を角の物 筋″ ( W A T E R H O U S E )

1♀, 21,Ⅵ .1984ぅ NC一 CL-121.

ゴホンダイコクコガネ  a功 店 αttdett MoTscHuLSKY

l♂, 7,Ⅶ ,1986,越 地正採集,NC一 CL-2.

カ ドマルエンマコガネ  9朋 物脇牲湾 修″″ HARoLD

l♂, 7,VH.1986,越 地正探集,NC一 CL-8.

コ プ マ ル エ ンマ コガ ネ   0朋 物物牲湾 α筋ル ″″杏 W A T E R H O U S E

l♀, 20.Vlll。1986,越地正採集,NC― CL-381.

ウス グ ロマ グ ソ コガ ネ  Aル θ″容 ∽秘 A , S c H M I D T

lex.,19.Vll.1986,越 地正採集,NC一 CL-379.

マグ ソコガネ  ス ル θ″パ ″燃  (MOTscHuLSKY) ・ 1

lex.,6.lV,1986, NC一 CL-380.

ヒメアシナガ コガネ  E筋 %θぁθ夕物 θ肋物協  (MOTscHuLSKY)

lexⅢ 24,V.1984,NC一 Cと -99.

アシナガ コガネ  ″ ,ダ筋 c物 物冴″な WATERHOUSE

lex.,21.V.1984,NC一 CL-122.

コフキ コガネ   財 夕わわガ物 ′ゅ θ妨∽ BURMEISTER

l♂ , 18.Vll.1984, NC― CL-123.

コク ロコガネ   rr9わ 競cれヵ 批 鶴 WATERHOUSE

lex.,3,Ⅶ 。 1984, NC一 CL-129,

オオク ロコガネ  rf9わ 開cれ筋 ″ 物肋 ra(MOTscHULSKY)

lex.,6,Vll.1984, NC一 CL-130,

ナガチ ャコガネ  】 り物 力 "ご%MOTscHuLSKY

lexム,6.Vll。 1984, NC一 CL-131.

ハ イイ ロビロウ ドコガネ   R″ w角 筋 ョ宅6∽  MoTscHULSKY

lex.,16.VI.1984,NC一 CL-382,

ビロウ ドコガネ  ν αカル″ ヵ″ガ物 (MOTscHuLSKY)

lex.,9,Wll.1984, NC一 CL-205.

ヒメ ビロウ ドコガネ  協 物ル物 θ病夕″協体  (MoTscHuLSKY)

lex,21,V.1984, NC一 CL-127.

マルガ タ ビロウ ドコガネ  〃 αあ姥紹 財 %筋  (BRENSKE)

l e xち,2 0 .Ⅷ .1 9 8 6 ,越地正採集,NC一 CL- 2 0 6 .

アカ ビロウ ドコガネ  挽 物彦物 切立物″  (ARROW)

lex.,28,VIl.1984,NC一 CL-124.

ナエ ドコチャイ回コガネ  膨 滋 %力 ″婉  LEWIS
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1ex.,10。 M.1986,NC一 CL-383.

コイチ ャコガネ  ス カ冴容 物%″物何″あ燃 WATERHOUSE

lex.,24.V.1984, NC一 CL-207.

マメコガネ  駒 ″′筋 み"%'筋 NEWMANN

lex.,21.VI.1984, NC一 CL-126.

ナ ラノチ ャイ ロヨガネ  の 力物 ″めたθ″る (WATERHOUSE)

1♂ , 30.lV.1986, NC― CL-10.

ウスチ ャコガネ キ  丹 "竹 ″力物 ″切旬  WATBRHOUSE

l♂ , 13,V。 1986, NC一 CL-6.

セマ ダラコガネ  ヨ ″竹″力物 θ姥 ″協偽 (WATERHOUSE)

lex.,6.Vll.1984, NC一 CL-132.

コガネムシ  財 励 ゥル材 物S CYLLENHAL

lex.,11.VI.1984, NC一 CL-208.

スシ ヨガネ  財 励 体 物 MOTSCHULSKY

l♂ , 6。 ul.1984,NC一 CL-133.

ヤマ トアオ ドウガネ  ス %切″協 ヵ″″ぢ物 ARROW      ・

1♂ , 30.Ⅶ 。1986,越 地正採集,NC一 CL-33.

ドウガネブイブイ  ス ″切惚あ 例″物 HoPE

l♂ , 6。 WIl.1984, NC一 CL-134.

ヒメ コガ ネ   4″ 餌物 あ 物乃働″物  M o T s c H u L S K Y

lex.,13.VEl.1980,伊藤正宏採集,NC― CL-397.

ツ ヤ コガ ネ   A %切 物 力 ′%夕″s  B A L L I O N

l e x . , 1 0。M l . 1 9 8 4 ,  N C― C L - 1 2 5 .

ハ ン ノ ヒメ コガ ネ   A″ 切物 あ ″ π 力 θ″な H A R O L D

l♂ ,  4 .Ⅷ , 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 3 5 .

カ プ トム シ   ス 肋 物夕控物 あ筋 筋閉物 ( L I N N f )

1♀, 28.Ⅷ.1986,NC一 CL-3.

コ カ プ トム シ   助 励 舛 勧 ガ招ター  ( F A L D E R M A N N )

1♂, 30.Vll.1986,越地正採集,NC― CL-32.

ヒラタハナムグ リ  N物 仰″θ切を容 α挺“財わ材な (WATERHOUSE)

lex.,21.W.1986, NC一 CL-7.

ヒメ トラハナムグ リ  昴 を妨容 財電物cヵ容 (PALLAS)

lex.,18.ul.1984,NC― CL-128.

ク ロカナ プ ン  R力 θ物うθ材″物 ヵ ″筋 WATERHOUSE

lex.,20。WIll.1985, NC一 CL-484.

カナ プ ン  Rttθ 物あθ絡″物 Й仰%ぢ∽ HOPE

lex.,Ⅷ。1980,伊藤正宏採集,NC― CL-441.

ハ ナ ム グ リ  晩 cわ″物 ″移 物 (MOTSCHULSKY)

lex.,12.Ⅵ .1984, NC一 CL-51.

ア オハ ナ ム グ リ  E″ わ″力 殉夕,ぃ ガ (HAROLD)

●
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l e xⅢ 2 9 , V . 1 9 8 6 , N C一 CL - 4 .

シ ロテ ンハナムグ リ  駒 協夕滋 θ角夕″勉佑 (Go R Y  e t  P E R C H E L O N )

l e x、,2 7 , V , 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 9 .

コアオハナムグ リ  助 わ%カ ブπ″″あ  (F A L D E R M A N N )

l e x . , 1 9 8 0 (採 集 日不 詳 ),伊 藤正 宏採集・ NC― CL- 3 9 4 .

ク ロハ ナ ム グ リ  C物 夕物 物 ル わ畑物柳物  M O T s c H u L S K Y

l e x . , 4 . V I . 1 9 8 6 , N C一 C L - 5 .

マルハ ナ ノ ミ科   He10dttae

キムネマルハナ ノ ミ  ガ あ財容 ヵ θ物び協 HAROLD

lex.,2.Ve 1986, NC一 CL-470.

月夕わ冴容 物物たα KIESENWttTER

lex.,14.V.1986, NC一 CL-446.

マルトゲムシ科  Byrrhttae

ドウガネツヤマルトゲムシ  動 物″"ッカ″俺 力w立 ″ FIoRI

lex.,21.Ⅳ。1986, NC― CL-149.

ナガンヽナノミ科  Pt‖odacty‖dae

クロアシヒゲナガハナノミ  勁 ↓tc施 沈枕θわγ LEWIS

lex.,20,WI,1984, NC一 CL-221.

タマムシ科  Bupresttdae

ウ′`タマムシ  0物 的ルθ物ルタルカ物 (GoRY)
l e x . , 1 2 .Ⅵ。 1 9 8 4 ,  N C― C L - 5 4 .

タマムシ  0物 労θc力殉α雄 筋竹 ( S C H O N H E R R )

l e x . , 1 0 , v l l , 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 9 9 .

ムシポシ タマムシ  0物 済θう冴ルな M c eれ 夕物 E . S A U N D E R S

l e x , , 2 1 .Ⅵ。 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 2 0 0 ,

ク ロナガ タマムシ  れ "′容 の物的 死多/ E . S A U N D E R S

l e x , , 5 . V I . 1 9 3 4 ,  N C一 c L - 4 3 0 .

ウ グ イ ス ナ ガ タ マ ム シ  4ガ ′恋 物″溶 ″υtt  L E W I S    i

l e x , 6 .Ⅵ 。 19 8 4 ,  N C一 C L - 4 3 2 .

ア サ ギ ナ ガ タ マ ム シ   れ ″ ′俗 拘筋″あ御″本 E. S A U N D E R S

i e x ,々 6 .Ⅵ . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 4 3 1 .

ク ズ ノ チ ビタ マ ム シ   T / F c t t  α ″″ごθ″本 E, S A U N D E R S

i e x . , 1 0 , V l l . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 4 2 7 .

コ ウ ゾ チ ビタ マ ム シ   T / 2 cあ ド レ物騒θ%激 ゥタ Y  K u R O S A W A

l e x . , 3 0 . V . 1 9 8 4 ,  N C― C L - 4 2 9 .

ヤ ノナ ミガ タ チ ビタ マ ム シ   T″ びみ ン ″θガ Y K u R O S A W A
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1 e x . , 2 4 . V。 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 4 2 8 .

ヒゲプ トコメツキ科  T h r O s d d a e

チ ャイ回ヒゲプ トコメツキ    働 械昭湾 筋惣 HI S A M t t S U

l e x . , 2 8 . V . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 4 2 4 .

コメツキダマシ科   E u c n e m t t a e

オニコメツキ ダマシ  ル ′θc物総 物 初物%″ F L E U T I A U X

l e x . , 2 5 . V . 1 9 8 5 , N C一 C L - 2 4 6 .

ヒメコメツキ ダマシ  担 レ独切冴容 力″″ぢ解S  F L E I F r I A U X

l e x . , 1 , W I . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 2 4 7 .

コメツキムシ科  E L t e t t d a e

サ ビキ コ リ  効 容 う初θ″物′容 (MoTscHuLSKY)

lex.,1.Ⅵ .1986, NC一 CL-348.

ホ ツサ ビキ コ リ  切 容 の 強容 (CAN成 履 )     ・

lex.,26.V.1986, NC一 CL-385.

ウパタマコメツキ  乃 %脇 あな 挽徳  ( C A N Oこ究 )

l e x . , 1 0 . V。1 9 8 5 , N C一 C L - 3 4 9 .

クロカネコメツキ  働 ″励 容 ″施 oわγ (L E W I S )

l e x . , 2 9 . V . 1 9 8 6 1  N  C一C L - 4 0 1 .

ヒメシモ フ リコメツキ  4働 物ぢ物体 θ姥 ″筋体  ( C A N D t t Z E )

l e x . , 1 . W I。 1 9 8 4 ,  N C― C L - 3 8 4 .

ミゾムネアカコメツキ  Д ″ヵガな ∽ガ ルθ″本 (LEMS)

lex.,23.W,1986, NC一 CL-350.

ヒメクロコメツキ  物 雄 物わ″― ra(LEMS)

lex.,24.V.1984, NC一 CL-393.

アカハラクロコメツキ  4籾 容 Й″昭い所徳  (CANDDE)

lex.,10.Ⅵ,1986, NC一 CL-399,

キバネホ ソコメツキ  D筋 グぃθ物容 grac″る (CANDEzE)

lex.,11.V.1984, NC一 CL-398.

オオクロクショメツキ  挽 力″θ放,俗 ″わな CA N D E Z E

l e x . , 1 . V I . 1 9 8 6 , N C一 C L - 3 8 8 .

ア カ ア シオ オ ク シ ヨ メ ツ キ   財 タル″冴肉 ″ル CA N D E Z E

l e x . , 3 0 . V , 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 3 8 7 .

ナ ガ チ ャク シ ヨ メ ツキ   〃 扱物 θ放 )5″ 物 材 容 CA N D D E

l e x , , 2 1 . V . 1 9 8 4 , N C― C L - 3 8 9 .

ク シ ヨ メ ツキ  財 夕あ%冴容 物財族 CA N D E Z E

l e x . , 1 . W I , 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 3 8 6 .

ク ロク シ ヨ メ ツキ   財 夕協″θ力塔 影ガ体 CA N D E Z E

●
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lex.,1.VI,1986, NC一 CL-391.

ヒラタク ロクシヨメツキ  財 夕あ″θ族 ごθ″πtt CAND置 れ

lex.,28.V.1984,NC一 CL-390.

マルクビクショメツキ  財 夕筋″】熔 乃物 ″解ど CANDLZE

lex.,14.V,1984,NC一 CL-392.

アカアシハナョメツキ  Dわ りり筋容 物 わγ (CANDLZE)

lex.,2.V。 1986, NC一 CL-400.

べニポタル科   Lyddae

ベ ニポタル   卵 物容 物切体雄  (KIESENWETTER)

lex.,20.VI。 1985, NC一 CL-402.

ミヤマクシ ヒゲベ ニポ タル   勉 ″殉敬湾 ″θ″″″容 NAKANE

l♂ , 24.V.1984, NC一 CL-403.

ホ ソベ ニポ タル  財 競 ″殉秘   (KIESENWETTER)

1♂ , 23.VI.1986,NC一 CL-404.

ク ロハ ナボタル  Pra物 /。s切 切 物容  (KIESENWETTER)・ 、

1♂ , 26.Ⅵ .1984, NC― CL-426,

シ ョウカ イポ ン科  Canthardae

ウスイ ロク ビポ ソジ ョウカ イ  拘 あ う体 ″秘 HAROLD

lex.,30.V,1984, NC― CL-333.

ヒメク ビポ ソジ ョウカ イ 中  乃 冴あう裕 競 3¢ガ容 KIESENWETrER

lex.,21.V.1984, NC― CL-334.

ク ロヒメク ビポ ツジ ョウカ イ  コ タ物防な 物物″ル筋ο材容 KIESENWgrTER

lex.,4.V.1986,NC一 CL-335.

アオシ ョウカ イ  コ 物物容 勢 ″ル″%な MoTscHuLSKY

lex.,21.V.1984, NC― CL-340.

セポシジ ョウカ イ  4ル 物恋 励 容 (KIESENⅦ 研TER)

lexⅢ 21.V.1984,NC― CL-341.

セスジジ ョウヵ イ  A滋 物容 初宅″拡 ISHIDA

lex.,14.V.1984,NC一 CL-336.

ジ ョウカ イポ ン  ス ル ″容 影筋″″容 (MoTscHuLSKY)

lex.,21.V.1984,NC― CL-337.

ニセ ヒメシ ョウカ イ  ム ル 初容 ″″りすみ夕″″本 WITTMER

lex.,30.V.1984, NC一 CL-338.

ウスチ ャシ ョウカ イ  ス 協夕″材容 れ るな (HAROLD)

lexⅢ 9.lV。 1985,NC一 CL-353.

ムネアカク ロジ ョウカ イ  4協 劣″協熔 α″容ガびθ材な (KIESENWE「 TER)

lex.,26.Ⅵ .1984,NC― CL-339.

マルムネジ ョウカ イ  動 物容 σ放勉 ″容 (KIESENW「 FTER)
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1ex,21,V.1984,NC一 CL-342.

ヒメシ ョウカイ  の 傾%す物な タル%ルな (KESENWETTER)

lex.,30. V。 1984, NC一 CL-343.

最普通種 とされ るが、自然保護センターではニセ ヒメジョウカイは多数 目撃 されたが、        ●

本種の個体数 は少なか った。他の県内各地 でも個体数はさほ ど多 くないようで、従来の本

種の記録はニセ ヒメジョウカイを混同 している可能性が強 く再検討が必要である。なおこ

の個体|ネ上辺が一様に黄褐色で肢がほぼ黒色であり、図鑑等に図示されている典型的な個

体とはかなり色彩が異なっている。

キ ア シ ツ マ キ ジ ョウカ イ  財 α肋 物容 乃%物夕物偽 KI E S E N W E T T E R

l e x , 2 1 , V , 1 9 8 4 , N C一 C L - 3 4 5 .

ク ロッ マ キ ジ ョゥカ イ  ル 冴サ″%循 ″仰 沈 体 OH B A Y A S H I

l e x , , 2 1 . V . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 3 4 4 .

ニ セ キ ベ リコバ ネ ジ ョウ カ イ ネ ごぉ ル 循 初%″力″容 (K I E S E N W t t T E R )

lex,,19.Ⅵ 。 1984,NC― CL-346.

ホ タル科   Lampyttdae

ムネク リイ ロポ タル  の ル θ%α″塔 宅βCθ′体 KIESENWETTER

lex.,10.Ⅵ .1986,NC一 CL-104.

カタモ ン ミナ ミポタル   Dあ 体ルγ密筋物お  KItsENWETTER

lex.,11.Ⅵ .1984,NC一 CL-105.

ゲ ンジポタル   と %びわ物 ご物σ筋筋 MoTscHuLSKY

野外施設のホ タルの里に放飼 した個体が定着 し毎年発生 している。
' ヘ

イケポタル   と クびわあ 励 物ゐ MoTscHuLSKY

本種も同様に放飼したものであるが、よく定着し発生個体数はきわめて多い。

ク ロマ ドポ タル   と )協%%ヵ sル 物oS2 (GoRHAM)

lex.,26.VI.1984,NC一 CL-230.

オバポ タル  と π筋 物 う夕物ル 物 (MOTSCHuLSKY)

lex.,11.Ⅵ .1984, NC― CL-229、

カ ツオ プシムシ科   D e r m e s d d a e

シ ロオ ビマルカ ツオプシムシ  ス ″筋惚物恋 %物″解容な KAL I K  e t  N . O H B A Y A S H I

l e Xり15 . V I . 1 9 8 4 , N C一 CL - 4 4 .

ヒメマルカ ツオブシムシ  Д 物筋″%容 椛施 i(L I N N E )

l e x . , 1 5 . V I . 1 9 8 4 , N C― CL - 4 3 .

シ′ヾンムシ科  A n o断d a e

ケ オ ビ トサカシバ ンムシ  角 物 θ物″ 容 妨 体  (K I E S E N W E「 TE R )

l e x ` , 1 4 . V。 19 8 6 , N C一 CL - 2 4 8 .

夕′ヽ コシバ ンムシ  L容 わ励 髭″″θ物夕 (FA B R I C I U S )

l e x . , 1 . X l . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 2 4 9 .
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ジョウカイモドキ科  Meけ門dae

ヒロオ ビジ ョウカ イモ ドキ L″ 容 れなわ″θ KIESENⅦ 開汀ER

lex.,25.Ⅶ .1986,NC一 CL-227.

ツマキアオジ ョウカ イモ ドキ  肋 協協ああ っ打θわ牲″2な MOTscHuLSKY

lex.,1.V.1986,NC一 CL-228.

ネスイムシ科   Rhセ ophagidae

オバケデオネスイ  辺 力″物θtts ttθ容昭眼  (REITTER)

lex.,24.V.1984, NC― CL-364.

ケシキスイ科   Nitidu‖dae

キ イ ロチ ビハナケシキスイ  挽 物力冴容 ヵ″ ″ぢ船  (REImR)

lex.,9.W,1985, NC― CL-250.

ク ロチ ビハナケシキスイ  挽 姥カガ客 初伊切 (REITTER)

lex.,11.V.1984,NC一 cL-256.

ク リイ ロデオキス イ  働 りの所′容 物物鈍 ″容 MoTsCHULSKY

lex`,24.V。 1984,NC― CL-258.

ク ロハナケシキスイ  働 りの所↓飛 あαtt MURRAY

lex.,3,X.ユ 983,NC― CL-251.

モ ンチ ビヒラタケシキスイ  物 わ傑 α″物な (FttRMAIRE)

_ lex.,24.V.1984, NC一 CL-261.

マメヒラタケシキスイ  月 ″ヵ惚″れ惚ヵ″筋力 (RttTT駅)
l e x . , 2 4 . V . 1 9 8 4 , N C― CL二 257 .

ホ ツキ ヒラタケシキス イ  E″ 物″ ″ あ体 RE I T T E R

l e x . , 1 5。WI . 1 9 8 4 , N C― CL - 4 8 9 .

コク ロヒラタケシキスイ  ル 材筋 豆冴あ銘 (RE I T T E R )

l e x . , 1 . V I l . 1 9 8 4 , N C― CL - 2 5 2 .

ク ロモ ン■クゲケシキススイ  4夕 協ガ″ 物 胡 をo″な REIコ岡R

le x . , 2 4 . V . 1 9 8 4 , N C一 CL - 2 6 0 .

キムネチビケシキスイ  Mette筋容姥″所物協ね (HEER)
lex。,30.lV.1986,NC― CL-490.

ムネアカチ ビケシキスイ  ル タ陸 筋容 」物滋 θ″お REITTER

lex.,24.V.1984,NC― CL-259。

キベ リチ ビケシキスイ  財 マ′,レ肱 抗力解容 REITTER

lex.,23.lV.1985,NC― CL-253.

ヨツポシケシキスイ  と わ殉筋 ヵ仰″力容 (MoTscHULSKY)

lex,,1.Ⅵ .1986, NC― CL-255,

ホ ソ ヒラタムシ科   S‖ vattae
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ホ ソ ヒラタキスイ  S″ % % o″ 湾 ″″″ゐ  ( R E I T T E R )

l e x . , 1 0 . I I . 1 9 8 7 ,  N C一 C L - 4 8 8 .

オオキスイムシ科  H d o d d a e

ヨツポシオオキスイ  F r uああ″ 筋 GoR H A M

l♀, 2 6 . V I . 1 9 8 4 ,  N C一 CL - 2 1 7 .

キスイムシ科  C r y p t o p h a」da e

ヨツモ ンキスイ  0切 欺″滋警容 ″″い″ ″″お G R O U V E L L E

l e x , 1 7 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 3 1 5。

キスイモ ドキ科   B y t u t t d a e

ズグロキスイモドキ  2カ ηtt α娩 0″な REIT「ER

l e x . , 7 . V . 1 9 8 6 ,  N C― C L - 3 1 6 .

オオキノコムシ科  E r o t w i d a e

カ タモ ンオオキ ノコ  Д ″あ何協″容 ″ヵ″ぢ懲S  C R O T C H

l e xⅢ 8 . V . 1 9 8 5 , N C一 C L - 3 2 4 .

クロハ′`ビ回オオキノコ  2 V gθ筋冴ル 冴物筋 L E M S

l e x . , 2 6 . V , 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 3 2 5 .

アカハパ ビロオオキノコ  対 あ初"放 ルあ笠ガ (C R O T I H )

l e x . , 2 5 . V . 1 9 8 5 ,  N C一 C L - 3 2 6 .

ホ ソチ ビオオキ ノコ  物 肋 ガ解 C R O T C H

l e x . , 2 8 , V , 1 9 8 4 , N C一 C L - 3 4 7 .

クロチビオオキノコ  筋 t o″切 %物 松茜 (L E W S )

l e xⅢ 2 1 . W I , 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 3 2 7 .

べ ニモ ンテ ビオオキ ノコ  Tガ カ物 s oう力物 ( L E M S )

l e x . , 2 1 . W I . 1 9 8 4 , N C一 C L - 3 2 8 .

ミヤマオ ビオオキ ノコ  局 ネ協功物 ョ財2 2初ザ L E M S

l e x . , 1 2 .Ⅵ. 1 9 8 4 , N C一 C L - 3 2 9 .

テントウムシダマシ科  E n d o m y c h t t a e

ル リテントウダマシ  競 o卵 容 ″力切″ (L E M S )

l e x . , 2 1 . V I . 1 9 8 4 ,  N C一C L - 4 3 8 .

テントウムシ科  C o c d n e‖問ae

ク ロツヤテ ン トウ  の 物 免″減欲 初 C H A P I N

l e x ` , 8 , V . 1 9 8 5 ,  N C一 C L - 2 3 8 .

ハ レヤヒメテントウ  島 物冴θ昭″|″容 物初  ( W E I S E )

l e x . , 2 5 , V . 1 9 8 5 ,  N C― C L - 2 3 6 .

●
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ク ビアカ ヒメテ ン トウ  R翅 力仏η″物湾 ジ %力 容  (LEMS)

lex.,4.V.1986, NC一 CL-237.

カグヤ ヒメテ ン トウ  物 容 物控俳協ttt H.KAMIYA

lex.,16.Vll.1986,NC一 CL-317.

コクロヒメテントウ  最 ノ″″容 加 焼″体 SICARD

lex.,8.V.1985, NC一 CL-239.

フタホシテン トウ  担 助歓甥応 力匁″ぢ∽ (CROTCH)

lex.,18,V.1984, NC― CL-234.

フタモ ンク ロテ ン トウ  の 拘即%容 θカル″′恋 (GYLLENHAL)

lex.,18.V.1984,NC一 CL-235.

ヨツポシテ ン トウ  月 り物″応物物容 ル所S″ (CROTCH)

lex.,5.Ⅵ .1984,NC一 CL-233.

ヒメアカホシテ ン トウ  C班 locottS筋 物 ″″夕 SILVESTRI

lex.,21.Ⅶ .1986,NC一 CL-49.

ナナホシテントウ  C挽 筋″物 り 物切ル死協筋 LINNど

lex.,21.WI。1984, NC一 CL-201.

ヒメカメノコテ ン トウ  白 。朋 ∽ ″タル筋  ( T H U N B E R C )

l e x . , 2 1 , W。 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 4 7 .

シロジュウシホシテントウ  働 わ力 ?%功切″ル湧物財物ル (LI N N E )

l e xち,1 1 , V . 1 9 8 4 ,  N C― CL - 2 3 2 .

ナ ミテ ン トウ  I rの ″ヵ _冴 る (PA L L A S )

l e x . , 3 0 . V . 1 9 8 4 , N C一 CL - 2 0 2 .

キ イ ロテ ン トウ  ″ ルな 筋 ルrci  T I M B E R L A K E

l e xⅢ 1 2 .Ⅷ .1 9 8 6 , N C一 CL - 4 8 .

シ ロホシテ ン トウ  И 筋冴あ あゎacぁ響 物 協 (Po D A )

l e x . , 1 7 . V . 1 9 8α  N  C一 CL - 5 0 1

ル イ ヨウマダラテ ン トウ  研 あ統物 ン膨肋 ″″ (KA T A R U R A )

l e x , 2 6 , W I .ユ 98 4 ,  N C― CL - 2 3 1 .

いわゆるオオニジュウヤホシテントウの東京西郊型と呼ばれる型と思われるが、最近の

取 り扱いに従い本種にふくめた。なおこの個体は林床の樹業上より採集されたが、付近に

ヤマブキソウが植栽されており、これを食草としている可能性が強い。

トホシテントウ  研 ああ″ 励 冴る CROTCH

lex.,30.V.1984,NC一 CL-203.

ヒメハナムシ科  PhaLcttdae

ト ビ イ ロ ヒ メ ハ ナ ム シ 中   0 ′ ガレ 湾 ごθ拓 初 昭 切 ― F L A C H

lex,2.V.1986,NC一 CL-313.

ヒメマキムシ科   LathrdHdae

ムナポソヒメマキムシ 中  吻 姥あ容 α電硲虎ガ体 (GYLLENHAL)
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l e x . , 9 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 4 2 2 .

ホソカタムシ科  C d y d t t a e

ツヤナガ ヒラタホ ソカタムシ  n %玄 ルな″ 冴体  ( S H A R P )

l e xⅢ l l . V . 1 9 8 6 , N C一 C L - 3 1 4 .

サ ビマダラオオホソカタムシⅢ  a岱 筋764ゎ 拠″燃 SHARP

lex.,15.田.1985,NC― CL-222.

ゴミムシダマシ科  Tenebttonidae

モンキゴミムシダマシ  D比 ″な 彦切駆 BATES

lex.,19.Ml.1986,越 地正採集,NC一 CL-318.

ナ ガ ニ ジ ゴ ミム シ ダ マ シ   O初 ″物 滋 筋 (WIEDEMANN)

lex,11.V.1986,NC一 CL-319.

ル リゴ ミム シ ダ マ シ  E宅 ッ 勅 容 フわあ錫 ル ″″な (MARSEUL)

lex.,19,Ml。1986,越 地正採集,NC― CL-321.

ニジ ゴ ミムシ ダマシ  晩 物″わ材容 あ%″′移 γ (MARSEUL)

lex.,26.V。 1986,NC一 CL-320.

テ ビヒサ ゴゴ ミムシ ダマシ  L解 物 初筋妃 花θ″お MARSEUL

lex.,22.狐 .1986,NC一 CL-322.

コマル キマ ワ リ  助 筋 ひ〃切  (MARSEUL)

lex.,10.II.1987,NC一 CL-487.

キマ ワ リ  n仏 協ヴ物物ぁ 容 ″惣切ッ 物湾 MoTscHULSKY

lex.,16.Ⅵ 。 1984,NC一 CL-323.

ハ ムシ ダマシ科   Lagnidal

ヒゲ プ トハ ムシ ダマシ  ニ ″″か θル ″協偽 (MoTscHuLSKY)

lex.,13.Ⅷ .1980,伊 藤正宏採集,NC― CL-405.

ハムシダマシ  L客 ル ″駆 60″な HOPE

lex.,20,WI.1984,NC一 CL-218.

アオハ ムシ ダマシ  4効 ″惚″物 切第冴友ボ物  LEMS

lex.,14.V.1986, NC― CL-219.

ナガハ ムシ ダマシ  財 ″拘物 q乃 う″″夕燿  (MARSEUL)

lexⅢ 14.V.1986,NC一 CL-220.

クテキムシ科   Alに c』問ae

ク テ キ ム シ   ■ 材劣冴ル ク あ物 ri 1 2  M蜘 【LI N

l e x . , 9 . u l . 1 9 8 4 , N C一 C L - 2 2 5 ,

ウス イ ロク テ キ ム シ   ス t確餌 あ 豆″わあ L E W I S

l e x . , 4 .Ⅵ 。 19 8 6 , N C一 C L - 2 2 4 .

ク リイ ロク チ キ ム シ   a t t b。 客 ヵ熔 滋 冴協お  ( M A R S E U L )

●
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毎

lex.,1,Vll.1986, NC一 CL-223.

アカバネツヤクテキムシ  】 力″励 ″冴ル %″な (MARSEULl

lex.,28.V.1984,NC一 CL-226.

ハネカクシダマシ科   hopedidae

モ ンシ ロハネカクシダマシ  あ 匂影ダ容 ?物冴ガ%例筋容 (GoRIAM)

lex.,5,Ⅶ .1984, NC一 CL-485.

なおこの記録は筆者によって既に報告 されている (高橋,1985).

テ ビキカ ワムシ科   Sawngdae

ツヤチ ビキカ ワムシ  鋭 !悌 ′体 あ釣ヵ″物お (MARSEUL)

lex.,26.Ⅵ .1984,NC一 CL-311.

ニホ ンチ ビキカワムシ  Lttθ 彦物 ヵタル″″ REITTER

lex.,26,VI.1984,NC一 CL-312.

クピナガムシ科  Ceph創 odae            …

クビカクシナガクテキムシ  最 例虎体 ″独%を 容 LEWIS

lex.,7.V.1986,NC一 CL-120。

アカハネムシ科  PyrOchddae

ムナビ回アカハネムシ  R朔 ″切籾物筋/oaあ筋θ″な (LEMS)

1♂ , 21.V.1984, NC― CL-157.

ミゾアカハネムシ  R翅 冴0タッ竹乃/92'切 挽飲鵡 (LEMS)

1♂ , 21.lV.1986, NC一 CL-156.

オニアカハネムシ  的 冴?初θ協初 ″″″ぢ∽ (HEYDE N )

1♂, 1.V . 1 9 8 6 , N C一 CL-15 8 .

アカハ ネムシ  A夕 ″材9タン何れ7切 切財抑昭  ( L E M S )

1♂ ,  2 6 , W。 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 1 5 9 ,

ヒラタナガクテキムシ科  S y n c h r o問ae

ヒメコメツキガ タナガ クテキ  助 ″″切 物沈秘θわ筋容 LEM S

i e x . , 5 , M l . 1 9 8 4 , N C一 CL - 1 5 5 .

ナガクテキムシ科 Mdandrメdae

オオクロホソナガクテキ  抑 物御タン ル↓施餌 LEMS

iex.,12.Ⅶ.1984, NC一 CL-215.

ク ロホ ソナガ クテキ  動 万″θカッ 留夢筋施 M A R S E U L

l e x . , 1 2 . W I . 1 9 8 4 , N C一CL- 2 1 6 .

ビロウ ドホ ソナガ クテキ  動 わ夕θt t  θb S C Z物 ( L E M S )

l e x . , 1 . V l。 1 9 8 6 , N C一 C L - 2 1 4 .
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アオバナガクテキ  M沈 物ゥンダθ克磁 LEMS

lex.,15。 WI。1986,NC一 CL-45.

ハナノミ科  Mordd‖ dae

キ ンオ ビハナ ノ ミ  協 角物切″滋 ル 冴物 物  ( M A R S E U L )

l e x . , 2 0 . V I . 1 9 8 4 , N C一 C L - 2 4 2 ,            1

ク ロヒメハ ナノ ミや  丹 ″θ力修とと太確物 御解容 MA R S E U L

l e x . , 1 8。W I . 1 9 8 6 ,  N C― C L - 2 4 3 .

トケシクロヒメハナノミ  財 θ/冴夕″本ル物 的吻 t,NoMuRA

lex.,11,vI.1984, NC一 CL-245.

サ トウヒメハナノミ  Fttθ ttθ勉修″な姥物 影ゎす (NoMuRA)

lex`,4.WI.1986, NC一 CL-244.

ハナノミダマシ科  Scraptndae

タケイフナガタハナノミ  Д 物埋姑 物彦″ cH3J6

1cx.,27.V。 1986,NC一 CL-351,           お  、

キイロフナガタハナノミ*  A物 呼兆 筋姥θtt MARSEUL

lex.,12.VI.1984, NC― CL-352.

カ ミキリモ ドキ科  Oedemettdae

ア オ カ ミキ リモ ドキ   X″ 〃あ筋 物 物放効物 夕膨 ガ H A R O L D

l♀, 21.VI.1984, NC一CL-69.

カトウカミキリモドキ  ス タタルθ協物α筋ゎガK6N0
1♀, 26.VI.1984 NC― CL-70,

キイロカミキリモドキ  X″″協励 乃ガ材タガ HAROLD
l♀, 11.Wll。1984, NC―CL-71,

キ パ ネ カ ミキ リモ ドキ  X碑 協銃″切 ぁ賜ル ″″な MARSEUL

l♀, 1 5 . W I . 1 9 8 6 , N C― CL- 4 6 ,

ア オ グ ロ カ ミキ リモ ドキ   ム 並 物 ″留 % L E W I S

l♀, 11.V.1986,NC― CL-74.

牛 ア シ カ ミキ リモ ドキ   aガ あ確 ヵ ″ヵ ,惚″ガあ 協 ( L E M S )

1♀, 21.V.1984, Nc一CL-72.
モ モ プ トカ ミキ リモ ドキ   aガ あ″ 拘 %ヵ 筋所あ切 ″な ( M O T s c H u L S K Y )

1♀, 1 7 . V . 1 9 8 6 , N C一 CL- 7 3 .

ツチハンミョウ科  Me 1 0旧ae

ヒ メ ツ チ ハ ン ミ ョウ   財 夕わ夕 切りα冴容  M o T s c H u L S K Y

l♂, 1.XI.1980,伊 藤正宏採集,NC一 CL-406.

アリモ ドキ科  Antttddae

●
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キアシク ビポ ツムシ  財 ασ惚初力肋 あ物 HA R O L D

l e x , , 2 3 . I V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 2 4 0 ,

ムナグロ本ソアリモ ドキ  働 砂筋佑 びθ力切冴容 (L E M S )

l e x . , 2 0 ,Ⅵ。19 8 5 ,  N C一C L - 2 4 1 .

カ ミキ リムシ科  C e r a m b y c H a e

ノ コ ギ リカ ミキ リ  角 残形容 ガ容″あお MOTscHULSKY

l♂ , 9.vll。 1984, NC― CL-209,

サ ピカ ミキ リ  4れ のガ容 続 容  (LINNE)

1♀ , 17.Ⅸ 。1984,NC一 CL-178.

クロカミキリ  働 妨妨ダなう般 sわガ彦S LINNE

l♂ , 21.IX.1983, NC一 CL-179.

フ タ コ プ ル リハ ナ カ ミキ リ  動 物 釘 θ徳 6α夕物 冴初 ″る ( B A T E S )

1♀, 5.Ⅵ 。1984, NC―CL-176.

モモグロハナカミキリ  効 な 姥筋ガ (HEYDEN)
1♀, 27.V.1986,NC一 CL-24.       '.

キ′` ネニセハ ムシハナカ ミキ リ  多 物タカ あ鉛"勿 s BATES

l♂ , 20.V.1985, NC一 CL-177.

ヒナル リタヽ ナカ ミキ リ  D励 りを物 物あ物  (CEBLER)

1♀, 2.V。 1986, NC―CL-25.
ア カ ハ ナ カ ミキ リ  Cθ り物 物 雖 cc逸 能 ″ ( L E M S )

1♀, 28.Vll.1984, NC―CL-108.

ツマ グ ロハ ナ カ ミキ リ  物 物物 な″惣 殉物 物  O H B A Y A S H I

l♀, 1.WI.1984, NC一 CL-106.

ムネアカクロハナカミキリ  Lク 筋″ ″″θつ物 BATES
l♂ , 21.V。 1984, NC― CL-107.

ヨツスジハナカ ミキ リ  物 筋物 肋 の 筋 MOTScHuLSKY

l♂ , 11.vI.1986, NC― CL-38,

ミヤマカ ミキ リ  体 を容 物滋″  (BLESSIC)

1♂ , 30.Vll.1986,越 地正採集,NC一 cL-78.

キマダラヤマカ ミキ リ  え 夕所容筋容 協勾さ抗″力 (BATES)

1♂ , 11.v.1984,NC一 CL-77.

アメイロカ ミキ リ  S物 ″θ″研 挽 明繁″ BATES

l♀, 11.VI.1984, NC―CL-75.

カ ッコウメダカカ ミキ リ  S物 物力θ物″容 c彦殉筋容 B A T E S

l♂ ,  2 1 . V . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 0 9 .

ミドリカ ミキ リ  働 わ克αO物物 冴克挽  (THoMsoN)

1♂,  1 2 , V I . 1 9 8 4 , N C一 C L - 5 2 .           |

ス ギ カ ミキ リ  動 物 夕脅冴容 ″ ″ 夕j船  ( L A C O R D A I R E )

1♀, W.1985,新 田肇採集,N CttC L-330.
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ヒメスギカ ミキ リ  免 虎惚脇材材筋″ 角冴ル″解  (MOTscHULSKY)

1♀, 26.IV。1986,NC一CL-39.

ウスイ ロ トラカ ミキ リ  籾 o挽 cれ容 物″″ル%″な (KRAATZ)

lex.,19.VI.1984,NC一 CL-110。

キスジトラカミキリ  Qttθc膝 ∽仰 ″体 BATES

l♀, 6.VI.1984,NC一 CL-191.

エグ リ トラカ ミキ リ  Cあ わ々少力γ湾 ″放〃幼谷 ( C H E V R O L A T )

1♂ ,  6 . W I . 1 9 8 4 , N C一 C L - 1 8 0 .

ホ ツ トラカ ミキ リ  妃 物 2惚 解%岱6α B A T E S

i e x . , 1 5 . V I . 1 9 8 4 , N C― C L - 7 6 .

キ イ ロ トラ カ ミキ リ  C物 物物効 容 ″θ協冴′な (PASCOE)

lex.,3.Wll.1984,新田肇採集,NC一 CL-331.

トゲ ヒゲ トラカ ミキ リ  ル 物%筋 競 偽 BATES

l♂ , 20.VI.1984, NC一 CL-190.

トガ リパ アカネ トラカ ミキ リ  Attu4″ 佑 ″わ ″蕊 BATES

l♂ , 6.lV.1986,NC一 CL-194.            .

ベ ニカ ミキ リ  n町 ″滋 ″容 ル″物ガz″ す (GuERIN― MENEVILLE)

1♂ , 11.V.1984, NC一 CL-79.

ホ タルカ ミキ リ  励 ″ 協θ″読 a WHITE

lex.,21.V,1984,NC一 CL-111.

シ ロオ ビゴマ フ カ ミキ リ  駒 低θ″客 θttrrfョ物筋 ゎγ (BATES)

lex.,11.VI.1984,NC一 CL-80.

ゴマ フカ ミキ リ  財 容的 た″ ″'あ BATES

l♀, 5.VI.1984, NC一CL-181.

ナ ガ ゴマ フカ ミキ リ  財 容碑 わ効 ″お BATES

l♂ , 28。 Wll。1984,NC― CL-112.

カ タジ 回ゴマフカ ミキ リ  財 印 ″解 ″ BATES

l♂ , 28.Vll.1984,NC一 CL-113.

シナノクロフカミキリ  ム 彰″物 ぇ拘竹%筋物  BATES
l♂ , 2 4 . V . 1 9 8 4 , N C一 CL - 8 4 .

タテジマカ ミキ リ  4″ 力御″冴容 ″ が切膨切ぢ滋s B A T E S

l♂ , 3 . X l。 19 8 5 , N C一 CL - 3 3 2 .

緑化見本国に植栽されているカクレミノより採集され,幼 虫の食害している枝がかなり

多数みられた。この周辺には自生のカクレミノはないため,移 植のさいに一緒に運ばれて

きた可能性がある。

ハ イ イ ロヤ ハ ズ カ ミキ リ  対 初物物 ル 拓αtt BATES

l♀, 11.V。 1984, NC一CL-81.

トガリシロオピサビカミキリ  Pr7冴 のヵヵ∽滋 協 BATES

lex.,6.Vll。1984,NC一 CL-182.

ア トジロサビカ ミキ リ  の あ z物 筋 (BATES)
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lex.,26.Ⅵ .1984,NC一 CL-183.

ク リサ ビカ ミキ リ  彫 匂句ル筋 切立物″切物 OHBAYASHI et HAYASHI

lex.,1.Ⅵ ,1986, NC一 CL-26.

ワモ ンサ ビカ ミキ リ  ル 殉物 筋 α″″冴力筋 (CHEVROLAT)

lex,,11.Wll.1984,NC一 CL-83.

ナカジ ロサ ビカ ミキ リ  ル 7o切 筋 ブィgθ影 (BATES)

lex.,21.Ⅵ .1984, NC一 CL-114.

ニイジマチ ビカ ミキ リ  駆 物 死″財力″  (MATSUSHITA)

lex.,11.Ⅵ .1984,NC一 CL-85.

キポシカ ミキ リ  R拗 ∽サ物 冴あお  (PASCOE)

lex.,Ⅷ.1980,伊 藤正宏採集,NC一 CL-442.

イ タ ヤ カ ミキ リ  財 を〃力粉溶 ″ 抗∽初 お BATES

l♀, 5.Vll。1984,NC―CL-211.

ゴ マ ダ ラ カ ミキ リ  ス 物"沈 〃妨″ 材″ ね 勉 物  ( T H o M s o N )

1♀, 5。 Wll.1984, NC― CL-210.

ヤハズカミキリ  協 π物 所物″″協筋 THoMsoN      .

1♂ ,  2 6 . V I . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 8 6 .               そ

マ ツノマ ダラカ ミキ リ  財 θ%θ滋 物容 αル抑切族 H o P E       ‐

1♀, 21.IX.1983,NC一CL-184.

ヒ メ ヒゲ ナ ガ カ ミキ リ  財 θ″釘 物 ″容 s"脇 餓 競 湾  BATES

l♀, 21.Ⅵ.1984, NC一CL-118.

センノカ ミキ リ  ス 物わり 物 ′腕 克蝉  (BATES)

1♂ , 9.Ⅶ .1984, NC一 CL-212.

ビロウ ドカ ミキ リ  A切 わり 物 ル 歓物″力 (BATES)

1♂ , 26,Ⅵ .1984,NC一 CL-185.

ニセ ビロウ ドカ ミキ リ  4∽ わり 物 財 %確協  (BATES)

1♂ , 14.Vlll.1980,伊藤正宏採集,NC一 CL-395.

チ ャイロヒゲ ビロウ ドカ ミキ リ  4物 わ物 わ最初″す HAYASHI

l♂ , 18.Ⅶ .1984,NC一 CL-86.

シ ロスジカ ミキ リ  駒 わ″物 腕 o力筋 CHEVROLAT

l♂ , 30,Ml.1986,越 地正採集,NC一 CL-87.

クワカ ミキ リ  ム zittZ″ ″″ぢ筋 THOMsoN

l♂ , 4.VI.1984,NC一 CL-192.

ヒトオビアラゲカ ミキリ  Rれ 悌 L醍e偽 ″″初解力体  BttssIG

lex.,11.WI.1984,NC一 CL-82.

シ回オビチビカ ミキ リ  Syb″ 冴あοttα影胸 協 (BATES)

1♂ , 9.VE.1984,NC一 CL-193.

ヒゲ ナ ガ モ モ プ トカ ミキ リ  A餌 ″筋α あ な 『 埋 湾 θ姥 %協な O H B A Y A S H i

l♂, 9,Wll.1986,越 地正採集,NC― CL-35。

トゲ バ カ ミキ リ  D夢 膨 物 物 影 ″ 物  BATES
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1♂  1 0 . V I . 1 9 8 5 ,  N C一 C L - 2 1 3 .

ケ シカ ミキ リ  壺 筋あ わ否z ( B A T E S )

l e x . , 2 6。W I . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 1 6 .

ガ ロアケ シカ ミキ リ  E狗 解%ね 評 材θなガ M A T S U S H I T A

l♂ ,  5。 M l。1 9 8 4 , N C一 C L - 1 8 7 .

ア トモ ンマルケ シカ ミキ リ  E切 ″″初な ″物 放s  B A T E S

l♀, 12.Wll.1984,NC一 CL-115.

クモガタケシカミキリ  晩 ″胸容如 わ物な BATES

iex.,13.Vlll,1980,伊藤正宏採集,NC一 CL-396.

キ ッコウモ ンケシカ ミキ リ  酌 cc″筋容 な 筋ガ″夕な MATSUSHITA

l♂ , 21.VI.1984, NC一 CL-117.

ハ ンノキカ ミキ リ  ∽ sガ物 彰轡 筋θ形″物 THoMsoN

l♀, 1.VI.1984, NC―CL-119.

オニグル ミノキモ ンカ ミキ リ  財 切熔協 力切研%筋 HEYDEN

l♂ , 26.V11984,NC一 CL-88.

ラ ミーカ ミキ リ  勉 電 ↓2物 乃物 SAUNDERS

l♂ , 11.WI.1986,NC一 CL-37.

シ ラホシカ ミキ リ  C″ 物″ r髄 筋 PASCOE

l♂ , 12.Ⅵ .1984,NC一 CL-53.

ヘリグロリンゴカミキリ  拘 体琢筋 初″ダ″物 (BATES)

1♂ , 25.Ⅵ .ユ986,NC一 CL-22.

リンゴカ ミキ リ  0挽 物 ″仰 %ぢ∽ (THuNBERC)

1♀, 9.Vll.1986,NC一CL-34.

ヒ メ リ ン ゴ カ ミキ リ  0肋 物 ル 務 B A T E S

l♂,  4 . V l l。 1 9 8 6 , N C一 C L - 2 3 .

ホ ツキ リン ゴカ ミキ リ  0肋 物 ,″物 %卑 容 BR E U N I N G

l♂ ,  2 6。 W I . 1 9 8 5 , N C一 C L - 1 8 9 .

ニ セ リンゴカ ミキ リ  0挽 物 物筋  B A T E S

l♀, 5,Ml.1984, NC一 CL-188.

ヨツキポシカ ミキ リ  局 鬼ル物%CO物 容 BATES

l♂ , 24.V。 1984,NC一 CL-89.

キ クス イカ ミキ リ  コ リカα力 物ガ椛″'お GAUTIER deS COTES

iex.,14.V.1986, NC一 CL-27.

ハ ムシ科  Chrysomddae

ワモ ンナガハ ムシ  象 拠拘"θtt α%″″あ筋 (BALY)

lex.,15.Ⅳ .1985, NC一 CL-407.

イネネクイハ ムシ  D餌 座滋 ″ 切公Fii FttRMAIRE

lex.,10.VI。 1986, NC― CL-160.

キイ ロク ビナガハムシ  助 竹施 牝多物 (BALY)
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lex.,30.V.1984,NC一 CL-140.

ル リク ビポ ソハムシ  多 %″ 所蔵coあ CHOJ6

1ex.,12.WH.1986, NC一 CL-141.

アカクビポソハムシ  レ タ物 ″冴旬  BALY ｀

lex.,26.VI.1984,NC一 CL-138.

スゲクビポ ツハムシ  ル タ切 成砲ctt BALY

lex.,1.VI.1986, NC一 CL-142.

キベ リク ビポ ソハムシ  挽 物 α滋病 BALY

lex,,30.V。 1984, NC一 CL-136.

ヤマイモハムシ  多 物 たθ″θ″ヵ BALY

lex.,30.V.1984, NC― CL-139.

トホシク ビポ ソハ ムシ  多 物 α解 物″距協筋 G E B L E R

l e x . , 2 6 . V I。1 9 8 4 , N C一 C L - 1 3 7 .

ム ナ キ ル リ タ ムヽ シ   物 惚 既 協 ″ 影 ″ 力 ″招 ″滋 6α  ( F A I R M A I R E )

l e x . , 1 1 . V . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 4 3 .

パ ラル リツツハ ムシ   C″ ′容 ″″死湧物筋容 B A L Y

l e x . , 6 .Ⅵ . 1 9 8 4 , N C一 C L - 4 0 8 .

クロポシツツハムシ  9ジ カセル湖容豆抑″サ滋ぬ BALY

lex.,30.V.1984,NC一 CL-144.

ムシクソハムシ  働 力物な容 w所肋容 (BALY)

lex.,20。 WI.1984,NC一 CL-436.      !

ミズキコブハムシ  θ 物物 本容 わルづ劣施  (BALY)

lex,21.IV。 1986, NC一 CL-469.

ドウガネツヤハムシ  碗 っ施滋体 q″ 物ね  (BALY)

lex,26.VI.1984,NC一 CL-409.

チ ャイロサルハムシ  nsi″ の協 筋ヶ  (HAROLD)

lex.,6.Ⅶ .1984, NC一 CL-411.

イモサルハムシ  Co仏 郷 惚″力″れ物夕 MANNERHEIM

lex.,21.Ⅵ .1984, NC一 CL-148.

クロオ ビカサハ ラハムシ  犯 座物施 駒 協 (BALY)

lex.,1.V.1986,NC一 CL-146.

マダラアラゲサルハムシ  め 物θ冴夕″夕踏海協滋 BALY

lex.,7,V。 1986,NC一 CL-147.

キカサハ ラハムシ  X物 筋θ″カ タ妨 滋 BALY

lex.,4.Ⅶ .1986,NC一 CL-145.

アカガネサルハムシ  ス c/9筋務筋初 留呼励 滋 あ″ (MoTscHuLSKY)

1やX・,11・ V.1984,NC― CL-410.

ヤナギル リハムシ  勲 牝力彦確 椛虚 or。″ (LAICHARTINC)

lex.,16.VI,1984,NC― CL-413.

コガタル リハムシ  懲 放″わ彰 α力任ッ物 MoTscHuLSKY
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1ex.,10.VI.1986, NC― CL-151.

ヨモギハ ムシ  C力 徘 θ″物 α″″c妨 ′6物 (MANNERHEIM)

lex.,1.Ⅵ .1984, NC― CL-435.

ル リハ ムシ  と こ確 c筋物 物 % (LINNE)

lex.,1,Ⅶ .1984,NC― CL-412.

クル ミハ ムシ   a対 乃″物 挽″客膨 BALY

lex.,26.V.1986, NC― CL-41.

フジハ ムシ   a″ 力c物物 勉ぅ角移 ″″な BALY

lex.,30,V.1984,NC一 CL-150.

イテ ゴハムシ  a7彦 物 夕物 ョ塔容″容 (JoANNIS)

lex.,21,VI.1984,NC― CL-152.

アカタデハ ムシ  吻 物 影物ル ″切  (JACOBY)

lex。,26.Ⅵ .1984,NC― CL-153.

サ ンゴジュハムシ  物 物 乃″物 然 (CHEN)

lex.,9,Vll.1984,NC一 CL-414.

ク ロウ リハムシ  A%ね 物"θ物 ″留ウ汐物な MoTscHULSKY

llx.,Vlll,1980,伊藤正宏採集,NC一 CL-434.

ヨツポシハムシ  勉 ガあ夕α仰勉力冴牝力筋 (BALY)

lex。,24.V.1984, NC一 CL-163.

ア トポシハ ムシ  乃 ガ冴物 α留 佐θ″な ( M o T s c H u L S K Y )

l e x . , 2 6 . V I . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 1 6 2 .

ク ワハ ムシ  月 '夕″滋 葱力 α初切筋 ( B A L Y )

l e x . , 4 . V . 1 9 8 6 ,  N C― C L - 1 5 4 .

キアシ ヒゲナガ アオハ ムシ  C r 2殉 ガ物 刀切θ″物留 物 筋 J A C O B Y

l e x。, 2 6。 W I . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 1 6 1 .

ハンノキハムシ  ム 寓ね訪∽ ω″ガ%BALY

lex.,26.Ⅳ.1986,NC一 CL-42.

イチモンシハムシ  財 q″ 協 力″″ぢ∽ (H O R N S T E D T )

l e x . , 8 . V . 1 9 8 5 ,  N C一 C L - 4 1 5 .

ヒゲナガ ウス′ウ ムヽシ  動 物θ′″ ″湾 ″物"″ 容杏 (L A B O I S S n R E )

l e x . , 1 , V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 1 6 4 .

クロウスパハムシ  乙 ″″湾 物∽ri i  B A L Y

l e x . , 2 7 , V . 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 4 3 7 .

キバ ラ ヒメハ ムシ  &岱 o%物 ″ 切″J姥 (MoTscHuLSKY)

lex。,26,Ⅵ 。 1985, NC一 CL-419.

ホ タルハ ムシ  財 θ″θどの協 αtCル∽ HAROLD

lex.,12.Ml.1984,NC一 CL-165.

ムナ グ ロツヤハ ムシ  ス 効 殉施 ″をグ MOTSCHULSKY

lex.,24.V.1984,NC一 CL-168.

アオパ ノコ ヒゲハ ムシ  助 ル竹θ物力 筋ル″ztt JACOBY
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lex.,20.Ⅳ .1985, NC― CL-439.

ヨツキポシハ ムシ  rr2物 容ル筋 ヵ″物筋 (HAROLD)

lex.,16.Vll.1984, NC一 CL-166.

'       イ タ ドリハ ムシ   働 ル 物あ滋 う擁駈協物 MOTScHuLSKY

lex.,21.IV.1986, NC一 CL-167.

ふ       コ カ ミナ リハムシ  A↓ 挽aυガれ滋駆物%(BALY)

lex.,9.Vll.1984, NC一 CL-471.

アカパナ トビハムシ  A筋 切 航激%物  (LINNE)

lex.,12,VIl.1984,NC一 CL-472.

アザ ミカ ミナ リハムシ  A↓ "鍛 筋村わル OHNO

lex.,1.Ⅵ .1986, NC― CL-474.

イテゴカ ミナ リハムシ Ⅲ  4↓ 腕 ン隻″物 夕 (NAKANE)

lex.,11.V.1986, NC― CL-473.

カ ミナ リハムシ  ス 筋切 1拶″α (WEBER)

lex.,1.V.1986,NC一 CL-477.

ミズタマツウカ ミナ リハムシ  A筋 ∽ 筋 物夕 OHNO

lex.,9,VIl.1984,NC一 CL-475.

ホソル リトビハムシ  ス タル筋″″筋 α響 筋物 (BALY)

lex.,26.v.1986, NC一 CL-480.

ガマズ ミ トビハ ムシ  Zル 牲″ θ為筋物 (JACOBY)

lex.,30。 IV.1986, NC一 CL-481.

チ ャバ ネ ツヤハ ムシ  n物 探勉 ル ゎゎ物″な (BALY)

lex.,14,V.1984, NC一 CL-420.

フタホシオオ ノ ミハ ムシ  吻 物 筋″筋勘  BALY

lex.,5.Ⅵ .1984, NC一 CL-416.

ホ ウノキセ ダカ トビハ ムシ  助 "物 物宅″冴物夕 (CHOJ6 et oHNO)

lex,,21.V.1984, NC― CL-479.

テ ン トウノ ミハ ムシ  ス 電oぶ な う物 筋 MOTSCHULSKY

lex.,2.V.1986,NC一 CL-417.

アケ ビタマノ ミハ ムシ  助 ″ル初切 ″彦あ筋 OHNO

lext,26.VI.1984, NC― CL-476.

ツマキタマノ ミハ ムシ  9妨 解拘a2物 "切 ル BALY

t        lex.,26.IV.1986,NC一 CL-478.

タマアシ トビハ ムシ  月 物↓θ如 ″ 冴う劣 (ERICHSON)

lex.,30.lV.1986, NC― CL-174.

ヒサ ゴ トビハ ムシ  0物 夕わσ″ 物″筋留物2r2(BALY)

lex.,16.Ⅵ .1984, NC一 CL-483,

ル リマル ノ ミハ ムシ  対 閉切功物 ″ 初 BALY

lex.,12.Ml。 1984, NC一 CL-421.

ヒメキベ リ トゲハ ムシ  a阿 研物 α紹″′θ影 (SoLSKY)
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1ex.,21,V.1984, NC一 CL-175.

ジ ンガサハ ムシ  Д tta。初θっ物 筋あ∽ BOHEMAN

lex.,30。V。 1984, NC一 CL-169.

ヒメジ ンガサハ ムシ  O蕊 滋 力Wθqル MOTSCHULSKY

lex。,30。 V.1984,NC一 CL-171.

ヒメカメノコハムシ  a懸 滋 ガル物物 HO叫

l e x . , 1 6 .Ⅵ, 1 9 8 4 , N C一 C L - 4 1 8 .

アオカ メノコハ ムシ  Qぶ 滋 物朗ダ物 M  M U L L E R

l e x . , 1 1 .Ⅵ. 1 9 8 4 , N C― C L - 1 7 0 .

セモンシンガサハムシ  Os鋭 力 切続 θわγ (BoHEMAN)

lex.,24,V.1984, NC一 CL-172.

イチモンジカメノヨハムシ  切 物倒肱力 7カ仰彰 (BoHEMAN)

lex.,12.V.1986,NC一 CL-173.

ヒゲナガゾウムシ科  AnthttЫdae

マ ダラ ヒゲナガ ゾウムシ  ∽ %物妨 容 ね膨rr冴容 (BOHEMAN)

lex.,1.Ⅵ .1986, NC一 CL-262.

キノコ ヒゲナガ ゾウムシ  E″ ガ容 θ物 カサ佑  (SHARP)

lex.,11.Vll.1984,NC― CL-264.

ウスモ ンツツ ヒゲナガ ゾウムシ  Oz肋 初グな ″ヵ″ぢ物S SHARP

lex.,12.Vll。1984, NC― CL-263.

シ ロヒゲナガ ゾウムシ  劇 枕刃物初SW物 ね  (RoELOFS)

lex.,24.V.1985,NC一 CL-268.

シ リジ ロヒゲナガ ゾウムシ  A競 征 ¢紹sル ク筋∽物お (SHARP)

lex.,21.Ⅵ .1984, NC― CL-267.

アカ ミヒゲナガ ゾウムシ  エ 筋 物船 影物恋  (BoHEMAN)

lex.,1.WI.1986, NC一 CL-266:

キマダ ラ ヒゲナガ ゾウムシ  物 万冴夕俗 物切冴容 FAUST

lex.,15.Ⅵ 。 1984, NC― CL-265.

オ トシブミ科  A t t e l a b i d a e

ク ロケ シ ツ プチ ョッキ リ  ■ %彦わ所容 ″″ちわ物。本 (RoELOFS)

lex.,12.VIl.1984,NC一 CL-448.

フ ァウ ス トハ マ キ チ ョ ッキ リ  助 お鉛 ル 朋 SHARP

lex.,23.IV。 1986, NC一 CL-269.

イ タ ヤハ マ キ チ ョッキ リ  珈 容 %夕 容族  (PASCOE)

lex。,21.W.1986, NC一 CL-270。

プ ドウハ マ キ チ ョッキ リ  Aジ ″θ妙働&容 あ物″み物 ″お (JEKEL)

lex。,11.VI.1984,NC一 CL-273.

チ ャイ ロチ ョッキ リ  ム 彦 殉れ 物容 タカ解拘筋容 RoELOFS
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lex.,11.Ⅵ .1984, NC― CL-271.

コナライク ビテ ョッキ リ  Dつ ∽ 熔 ″%ルθわγ (RoELOFS)

lex.,24.V.1984,NC一 CL-452.

オオメイク ビチ ョッキ リ  Dの 物 容 物力物 %″ Voss

iex.,24.V.1984,NC一 CL-451.

ミヤマイク ビチ ョッキ リキ  物 物な ″;湧"Ctt SAWADA et LEE

lex.,27.V。 1986, NC一 CL-450.

マルムネチョッキリ  θ 物″岱r競 容 協ガθガVOSS

lex.,21,IV.1986, NC― CL-449.

グ ミチ ョッキ リ  I惚 クθれ″′容 "何 ″容 (SHARP)

lex.,30.V。 1986, NC一 CL-285.

クチナガチ ョッキ リ  カ 切わ″容 ガ例″物庵 (ROELOFS)

lex.,25.Wlll。 1985, NC一 CL-284.

ハ イイ ロチ ョッキ リ  勉 πル″本 ″術ガ容 (RoELOFS)

lex.,5.DE.1985, NC― CL-272.

ゴマダラオ トシ プ ミ  免 跡のの 0ル船 ″ 滋 ゐ  (VOLLENHOVEN)

lex.,26.VI.1984, NC― CL-274.

ヒメゴマ ダラオ トシ プ ミ  見 物o如 o姥 循 切″υθ姥 ″,(RoELOFS)

lex.,lI.Ⅵ .1984,NC― CL-275.

ウスモ ンオ トシ プ ミ  ム ぃ並 船 肋物 RoELOFS

lex。,26.IV.1986, NC― CL-40,lex.,24.V.1984,NC一 CL-276.

ウスアカオ トシ プ ミ  ム ヵ あ劣湾 ″肱 MOTscHuLSKY

lex.,24.lV.ユ 986, NC一 CL-277.

ヒメク ロオ トシプ ミ  ム み 劣ヵ妨昭容ル″ VoLLENHOVEN

lex.,24.V.1984, NC一 CL-278.

セアカ ヒメオ トシプ ミ  九 ヵ 彦体 ♂物'″容 SHARP

lex.,6.Wl.1984, NC一 CL-279.

エ ゴツル ク ビオ トシブ ミ  の じ″】物筋冴容 rOdぃ  (HAVOLD)

lex.,29.V.1986,NC― CL-280.

ヒゲナガオ トシ プ ミ  筋 物婉 幼″γな わ破 o物 な (RoELOFS)

lexⅢ 20,WI.1985, NC一 CL-281.

カシル リオ トシプ ミ  E″ か ψtt  V O S S

l e x . , 2 6 . I V . 1 9 8 6 ,  N C一C L - 2 8 2 .

ナラルリオトシプミ  E″ かガ敗滅″力 SHARP

l e x . , 1 1 . V . 1 9 8 6 ,  N C― C L - 2 8 3 .

ホツクテゾウムシ科  A J o n d a e

ヒゲナガホツクチゾウムシ  ス ガ∽ D脇 れ″ FAUST

l e x . , 2 7 . V . 1 9 8 6 , N C一 C L - 2 8 7 .

アカクテホツクチプウムシ  ス ヵ ″″″材筋い物 Ro E L O F S
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l e x . , 4 . V。 1 9 8 6 ,  N C一 C L - 2 8 6 .

プウムシ科  C u r c u H o n d a e

ヒラ ズ ネ ヒゲ ポ ソ ゾ ウム シ   柳 わD″容 わ筋肉容 K6NO

lex.,1.V,1986,NC一 CL-305,

カ シ ワ クチ プ トゾ ウム シ   Mダ ↓o″船 抑 影容  RoELOFS

lex.,21.Ⅳ .1986,NC一 CL-307.

シ ロコ プ ゾ ウ ム シ   身 応 θ物容 筋紘   (GYLLENHAL)

1♂ 1♀, 29.V.1986,NC一 CL-30,31.

ヒメシ 回コプゾウムシ  a努 惚放頻物容 御観 Cθ″お (GYLttNHAL)

lex`,26.Ⅵ ,1984, NC一 CL-456.

サ ビヒ ョウタ ンプウムシ  最 つ 虎湾 即 容 (RoELOFS)

lex.,12.V.1986, NC一 CL-308.

カキ ゾウムシ   &″ わσ%夕肋 物容 θ挽畝s RoELOFS

lex.,10.Ⅵ .1985,NC一 CL-465.

コフキ ゾウムシ  吻 協容 溺綺筋所熔 RoELOFS

lex.,24.V.1986, NC一 CL-300.

ヤサ イゾウムシ  と な筋勉坊容 θう物 ″容 御豆i/ostt KLUG

lex.,20,WI。 1985, NC一 CL-453,

カツオプウムシ  と 愚 坊冴耗騒ル ″'な RoELOFS

lex.,21.VI.1984, N CttC L-464.

ハスジカツオプウムシ  と あ溶 ″″み物″お RoELOFS

lex.,20.Ⅵ 。1984,NC一 CL-463.

カシアシナガゾウムシ  財 を"航 力な ガ骸な (RoELOFS)

lex.,21.IV.1986,NC― CL-299.

オジ ロアシナガゾウムシ  財 鯛 筋冴θ冴佑 妨 ″容 (PASCOE)

lex.,12.VI,1984,NC一 CL-55,

イネ ミズゾウムシ  と 念θ力″ルな θ紗勉夕 KuscHEL

lex.,30.lV。 1986,NC一 CL-301.

ク ロタマ ゾウムシ   C i 9″ 容 ル物ガ R E I T T E R

l e x . , 1 9 . V . 1 9 8 6 , N C一 C L - 2 g 4 .

ムネスジノミゾウムシ  R吻 夕″容 協物あり容れ'(K 6 N O )

l e x . , 5 . V I . 1 9 8 4 ,  N C―CL - 4 6ユ.

力

習 々 ft孟 5,ご 者推竺浄任宅塩甘枠

防″を容 佃 USTACHづ

ウスモ ンノ ミプウムシ  R吻 ″容 切″マ膨 ″容 ( R o E L O F S )

l e x . , 2 1 .Ⅳ . 1 9 8 6 , N C一 C L - 3 0 2 .

ガロアノミゾウムシ  足 物 物夕″容 評肋が (K 6 N O )

l e x . , 5 . V I . 1 9 8 4 , N C一 C L - 4 6 2 .

ウ ス グ ロ ア シ プ トゾ ウ ム シ   C幼 ル θγり 死 ル容 腕 秘 S  R o E L O F S
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lex.,21,W.1986, NC一 CL-304.

シ ュ 回ゾウムシ  励 ″わ物容 解″θガ MoRIMOTO

lex.,30.IV.1986, NC一 CL-295.

ヘ リアカナガハナ ゾウムシ  動 物の協 族 み虎溺な RoELOFS

lex.,29.V.1986,NC― CL-296.

レロフテ ビシギ ゾウムシ  働 竹冴物 匂2,ぃガ (HELLER)

lex.,4.V.1986, NC一 CL-291.

ジ ュウジチ ビシギゾウムシ  0所 骸″θガ粉俗 (RoELOFS)

lex.,24.V。 1984, NC一 CL-454.

セ ダカシギ ゾウムシ  0〃 物 ri9 ω夕を閣湾  (RoELOFS)

lex.,2.V.1986, NC一 CL-292.

チ ャ′ヾ ネセダカシギ ゾウムシ  0滅 物力わルわ″ ″″本 MORIMOTO

lex.,14.V.1984, NC― CL-455.

ク ロシギ ゾウムシ  0物 %肋 ″な″紹惚 材 容 (RoELOFS)

lex.,23.VI.1986,NC一 CL-293.

ナ ツグ ミシギゾウムシ  0頻 物肋 夕あ鉛勢 ガ MORIMOTO

lex。,4.V.1986,NC一 CL-290.

馬 筋″力匂ぢあ容 あ″″″″ MoRIMOTO et MIYAKAWA●

lex.,9.MI.1984, NC― CL-466.

タデサル プウムシ  rr9″ θ7。s切惚 容″γ (RoELOFS)

lex.,21.V.1984, NC一 CL-459.

ダイコンサル プウムシ  a物 協θ拓り″ぁ冴容 αめ働 物″体  (RoELOFS)

lex.,21,IV.1986,NC一 CL-306.

ク ロキポシ ゾウムシ Ⅲ 熱 o族 θ筋 秘s RoELOFS

lex.,21.IX.1983, NC一 CL-467.

ウスモ ンカ レキ ゾウムシ  4統 ″″な ″ ″力筋 PASCOE

lex.,9.Ⅶ .1984, NC一 CL-468.

ナカスジカ レキ プウムシ  Д 統 ″協応 M筋 ″体  Voss

lex.,23.V.1986,NC一 CL-297.

リンゴアナアキゾウムシ  ,輝 〃湾 Sttθた″―  (K6NO )

l e x . , 9 .Ⅷ.1986 , N C一 CL-30 3 .

テ ビクチカクシ ゾウムシ  財 海江o秘 ″容 影触   ( M o R I M O T O )

l e x . , 1 1 . V . 1 9 8 6 , N C一 CL - 2鶴 .

タカオマルクチカクシ ゾウムシ  a物 筋仏ぉ 協物的 ″容 K6N O

l e x . , 1 0 . V。 19 8 5 , N C一 CL - 4 5 7 .

マダ ラアシ ゾウムシ  動 物われあ容 αttr i i  P A S C O E

l e x。,2 3 . V . 1 9 8 6 ,  N C一 CL - 2 8 .

ヒメクテカ クシ ゾウムシ  O沈 材協あ容 ″秘筋θMs R o E L O F S

l e x . , 2 1 , V I。 19 8 4 ,  N C一 CL - 4 5 8 .

マ ダラクテカ クシ ゾウムシ キ  C p r″ 容 夕Ju閉容 (RO E L O F S )
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1 e x . ,  1 .Ⅵ .1 9 8 6 , N C一 CL - 2 8 9 .

チ ャ″ヾネキクイプウムシ キ  挽 確初カケ湾 ル切な″ WoL L A S T O N

l e x , 4 . V I . 1 9 8 6 , N C一 CL - 2 9 8 .

オサゾウムシ科  R h y n c h o p h o百d a e

オオプウムシ  既 匁″%容 抑 体 ( F A B R I C I U S )

l e x . , 6 . V I l . 1 9 8 4 ,  N C一 C L - 3 1 0 .

トホシオサ ゾウムシ  九 ガθ沈容 殉か ' ( C H E V R O L A T )

l e x . , 7 . V l l . 1 9 8 6 , N C― C L - 2 9 .

コクゾウムシ   ユ 協oつれ''体 zて″材協な MoTscHULSKY

l e x t , 1 5 .Ⅵ。 1 9 8 4 ,  N C― C L - 3 0 9 .

キクイムシ科  S c o l y t t t a e

ハ ンノキキクイムシ   X y , 0韓 %み湾 タ ー ″容  ( B L A N D F O R D )

l e x . , 1 9 . V。 1 9 8 6 ,  N C― C L - 4 8 6 .

ま  と  め

この調査の結果,63科 ,485種 の甲虫が記録できたが,調 査地域の面積が約 7 haと小さ

く,植 生等の環境条件についても,変 化に富んでいるとはとても言えない中では,ま ずま

ずの種類数と思われる。さらに,こ の中には神奈川県から初めて記録される種も16種含ん

でいる。ところで,神 奈川県の甲虫類については平野幸彦氏らの努力により3000種を超え

る種が知られており (平野,1981-87),一 県内の種類数としてはおそらく日本一と推定さ

れている。もちろんこのことは他県における調査不足が一つの大きな要因となっているわ

けだが,逆 に考えると,神 奈川県の甲虫相は全国的にみて最も良く解明されているともい

えわけである。こうした状況の中での新記録であるわけで, もちろん,こ れらの種は当然

県内の他の地域にも分布していると思われるが,当 地で最初に記録されたことは多少とも

意義あることといえよう。

今回作成された甲虫類目録については一応一通りの種類数はあげられているのだが,そ

の内容について見ると科によるバラツキが著しい。例えばカミキリムシ科やハムシ科では

かなりよく調べられていると思われるが,ハ ネカクシ科などでは極めて不満足を結果とな

った。この原因については採集が主としてルッキング法を中心に行ったため,地 表部に目

がいきにくかったことと,地 表性甲虫採集の常套手段と言えるトラップ採集を実施できな

かったことなどが理由としてあげられる。また,ハ ネカクシ科ではこの目録にあげた種以

外にも若子の標本が得られているが,同 定が極めて難しいグループのため残念ながら未同

定に終ったことも原因の一つとなった。これらの点については,採 集法の改善ならびに,

然るべき専門家に同定を依頼することなどにより解決し,今 後追加記録として公表してい

きたいと考えている。

自然保護センターの甲虫相については,筆 者の限られた知識では甲虫類全般については

とても論ずることは出来ないが,比 較的わかりやすいカミキリムシ科を例にとって,そ の

種類数をたとえばほぼ同じ標高の大磯丘稜 と比較してみると, 自然保護センターの72種に
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対し,大 磯丘稜では51種程度であり 〔露木他 (1981)に筆者の未発表記録を加えた数〕,明

らかに自然保護センターの方が種類数が多く,ま た,一 部に出地性と思われる種も記録さ

れている。これは自然保護センターがカミキリ相の豊かな丹沢山塊の山麓部に位置すると

いう,立 地条件の良さによるものと考えられ,こ のことがほぼ同様を環境条件であっても,

その内容について大きな差が生じる理由の一つになっているものと思われる。また,こ の

傾向はおそらく他の甲虫類にもあてはまるものと推定されることから, 自然保護センター

の甲虫相は低山地の雑木林という平凡な環境の割には,比 較的豊かな内容となっていると

結論ずけることができるものと思われる。
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は  じ  め   に

神奈川県立自然保護センターの野外施設 (以下野外施設と略す)に 産するトンポ類につ

いては 「神奈川県立自然保護センターに産するトンボ類について」 (以下第 1報 と略す)

として,筆 者によって既に報告されているが (高橋,1986),1986年 も継続して調査を行

ったところ,野 外施設において初めて記録される種や,新 たに羽化殻や成虫の証拠標本が

得られた種が出てきたため,こ れらの記録を追加発表する必要が生じた。さらに,発 生消

長等に変化が生 じた種や,第 1報 で報告した事項について,す 部訂正を要する個所がある

ことから,こ れらをとりまとめて第2報 として報告する。

本文に入るにあたって, 日本蜻蛉学会の朝比奈正二郎博士ならびに枝重夫博士には,第

1報 を読んでいただき,内 容についての御批評や疑問点などを御指摘いただいた。ここに

明記して厚 くお礼申し上げる。また,神 奈川昆虫談話会の佐々木彰氏には文献等で,同 じ

く岸一弘氏にはヤブヤンマの目撃記録Q提 供等で,そ れぞれお世話になった。併せて深く

63

感謝する。

調 査 方 法

調査方法については,基 本的には第 1報 と同様 とした。

調査期間は1986年4月 1日 から同年12月30日までとした。

調査地の概要

第 1報 では調査地の環境等について,具 体的な記述を欠いたので,こ こに補足すること

とする。図 1に その概要を示す。

X神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nattre Conservation Center.
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図1.調 査地の概要

調査地は,谷 戸 と呼ばれる丘陵地に深 く入り込んだ谷間にあり,'野外施設の一部 となっ

ている。その長さは直線距離にして約500m,幅 は最小20mか ら最大45mと いう,か なり細

長い土地である。 ト ンポの棲息環境 として重要な水系としては,次 のようなものがあげら

れる。まず流水系 としては,調 査地の南へ りを多々良沢と呼ばれる小さな沢が流れている。

さらに,こ の沢から取水した水が野外施設の池沼を結びながら平行 して流れており,こ れ

も流水系に加えることができる。止水系としては施設内に散在する小池沼があり,そ の数

は合計12か所である。各池沼は平均水深が約20～50cmときわめて浅 く,こ のうち湿生植物

園の池沼には浮葉植物のアサザが密生している。その他,こ れ以外の土地は,ほ とんどが

ヨシ,ガ マ, ミクリ等を主体とした湿地草原となっており,場 所によってはかなり長期間

にわたって湛水状態となっている部分もある。

鋼 査  結  果

この調査の結果, 8科 47種の ドンポが確認された。以下の文中においては第 1報 との重

複を避けるため,新 たに記録された種 (種名の未尾にま印で示した),新 たに証拠標本の

得られた種ならびに発生状況等に変化のみられた種を中心に記述することとし,発 生状況

等に変化のみられなかった種については記述を省略し,発 生消長図のみを示した。なお,

学名および種の配列は浜田 ・井上 (1985)の日本産 トンポ大図鑑に従った。

均鋼亜目 ZYGOPTERA

イトトンポ呑斗  Coenagttonidae

モー トンイトトンポ   拘 拓防兜財あ 影あ わ″ (RIs)

(羽化殻), 3.Ml.1986,標 本番号 NC一 〇D-40.

発生消長を図 2に示す。

新たに羽化殻が採集され,野 外施設で確実に発生していることが確認された。
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キイ トトンポ   の 所鱈″θ″ ″ 筋″″材初 S E L Y S

発生消長を図3に示す。

ア ジ ア イ ト トン ポ   る 筋 %″物 容協 腕 B R A I J E R

発生消長を図4に示す。

本年は目撃個体数が大幅に減少した。この原因については次のように考えられる。昨年

は水鳥の池の各池内にサヤヌカグサ等の草本がかなりはぴこり,こ こに多数の本種が棲息

していたわけだが,本 年は池の水面確保のため,こ れらを全て除去した。したがって,こ

こには本種がほとんど見られなくなり,こ のため目撃個体数が減少したものと考えられる。

しかし,発 生個体数については,そ う極端に減少したとは考えられないことから,周 辺の

草地等に分散したのではないかと推定される。

ク ロ イ ト トン ポ   Qπ 力″ 切 あ初θ材 物 ∽ あ初θ物 物 (RIsl

発生消長を図5に示す。

オ オ イ ト トンポ   6死 放初 w力 θ:″ガ( S E L Y S l

発生消長を図 6に示す。

アオイトトンポ科  Lettdae

ア オ イ ト トン ポ   と 射な ゥθZ膨 ( H A N S E M A N N )

発生消長を図 7に示す。

オオアオイ トトンポ  ゑ 期湾 物物″物偽 SELYS

発生消長を図8に示す。

オ ツ ネ ン トン ポ
ま

 吻 物α pじ″ 筋 ″ 冴 続  ( E v E R S M A N N )

1♀ (成虫), 12.V.1986, 標 本番号 NC-OD-41.

この記録 1例 のみであった。野外施設における発生の有無については不明であるが,前

年も充分に確認できなかったが,恐 らく本種と思われる個体を目撃しているので,少 数を

がら発生している可能性も考えられる。

ホソミオツネシトンポ  磁 o体惣,″ 招ダあ容 (RIsl

発生消長を図 9に 示す。

カワトンポ科  Calopterygidae

ハグロトンポ  Q沈 "″ ン 冴物物 SELYS

発生消長を図10に示す。

ミヤ マ カ ワ トン ポ   θ 筋0ル 伊 御 物 物 S E L Y S

l♂ (成虫), 16.V,1986, 標 本番号 NC-OD-42.

発生消長を図11に示す。

前年は目撃記録 1例のみであったが,本 年は上記の個体が採集され,さ らに5月 16日か

ら10月2日 にかけて,ほ ぼ連続的に目撃された。このように本種が急に増加した理由とし

ては,1986年の 2～ 3月 に,多 々良沢の治水を目的として行われた谷止工事によるものと

推定される。つまり,こ の工事の結果,沢 に水の滞留する場所が4か所できたが,こ れが

本種の好む生活空間を与えることとなり,定 着に至ったものと考えられる。実際にこの場

所では,本 種の雄成虫による縄張り占有行動がしばしば観察され, 8月 21日には雌の産卵
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行動 もその付近で観察された。このような沢の工事が,か えって本種の増加 をもたらした

ことは,果 味深い現象 と思われる。

ヒガ シ カ ワ トンポ    〃 ″お 夕冴初 彰 C9 s協偽 SE L Y S

発生消長を図12に示す。

本年は本種の発生動態ならびに雄の翅色の違いによる2型 の比率等を知るため,マ ーキ

ング調査を実施した。調査は5月 2日から7月 21日まで行い,そ の結果,83個 体に番号を

付けた。その内訳は雄54頭,雌 29頭で,雄 の種色翅型 fr腕 体  は 16頭,透 明翅響 f.

昭物″すは38頭であった。

不均翅ヨEtt ANISOPTERA

サナエ トンポ科  Gomphidae

ヤ マ サ ナ エ   A sれ 即 ゆ れな 物 沈 ″御 AS ( S E L Y S )

発生消長を図13に示す。

ダ ビ ドサ ナ エ   D陽 冴″容 物 ″容 ( S E L Y S l

発生消長を図14に示す。

ォ ジ ロサ ナ エ   Sり ,叩 物 ″ 容 財 物 ″ ガ(OGUMAl

発生消長を図15に示す。

コオニヤンマ   勧 力】冴俗 冴協沼解 SELYS

l浄 (成虫), 4.Wll.1986, 標 本番号 NC一 〇D-43.

発生消長を図16に示す。

前年は4例 の目撃記録しかなかったが,本 年は上記の個体が採集され, 目撃例もはるか

に多かった。特に7月 9日 には一挙に5頭が目撃されており,ほ ぼ定着したように思われ

る。本種の増加した原因については, ミヤマカワトンポと同様に,多 々良沢の谷止工事に

よる可能性が最も強いものと思われる。

オニヤンマ科  Cordulegastridae

オニヤンマ  Д %冴軽い彦γ sttbθ″″

発生消長を図17に示す。

ヤンマ科  Aeshnidae

サ ラサ ヤ ン マ
X  9竹

切 容筋 ″ 夕リ ワガ ( M A R T I N )

(羽化殻)lex.,4.V.1986, 標 本番号 NC-OD-44, lex。 , 6.V。 1986,

NC一 〇D-45.

本年初めて記録された種で,上 記の 2個 の羽化設が採集された。このうち5月 2日 には

す ぐそばに羽化直後の成虫が見られた。しかし,こ れ以後はかなり注意はしたものの,結         ‐

局成虫は確認できず,野 外施設への定着については明らかにすることができなかった。

コシポツヤンマ  Bの η協 物πあ初あ″ (SELYS)

発生消長を図18に示す。

ミル ン ヤ ン マ   Я あ物 2 wん″ 物材夕″ガ(S E L Y S l
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発生消長を図19に示す。

アオヤンマ
= ム

鶴 れ″の力彦う筋 わ牲於物 SELYS

l♀ (成虫), 20.VI.1986, 標 本番号 NC-OD-46

,         こ の個体は水烏の池上部のヨシの密生した池の周辺を飛勃していた。記録は結局, この

1例のみでⅢ偶産種 と考えられる。

神奈川県では,本 種は珍らしい種と思われ,正 式を記録としてはFRAZER(1936)以 来

のものと思われる。これ以外にも1960年代に茅ヶ崎市内での目撃記録があるが (平井 ・岸,

1986),現 在では県内に本種の確実な産地は存在しないと推定され,こ の個体は県外のか

なり遠方より飛来した可能性も考えられる。

カ ト リヤ ン マ   物 ∽ ガ 物 ル タ″ ぢ∽ B A R T E N E F

発生消長を図20に示す。

ヤ プ ヤ ン マ
京
 n均 膨物 サ物 掛 物 ,″力″ル筋惚 ( S E L Y S l

l頭 目撃, 31.Ⅷ .1986, 岸 一弘,佐 々木彰, 平子順―.

本種が野外施設に産することは当然予想されていたが,筆 者のたそがれ時の調査が不充

分であったため,な かなか確認できないでいた。ところが,今 回岸一弘氏より上記の目撃

記録が寄せられ,野 外施設に確実に産することが明らかとなゎた。湘南地方では丘陵地の

谷戸を中心に,本 種がかなり見られるようであるが (平井 ・岸,1986), 自 然保護センタ
ー周辺では,個 体数は少ないものと思われる。

ル リポ シ ヤ ンマ   ス 物 ル に鶴 (LINNAEUSl

発生消長を図21に示す。

前年は成虫の採集記録 1例のみであったが,本 年は目撃記録が増加 し,雄 成虫の縄張り

占有飛翔や, 9月 26日には雌成虫の産卵行動も確認された。これらの結果から,今 後本種

は野外施設へ定着していくものと思われる。

マ ル タ ン ヤ ン マ   ス 物 a挽 軍 れ物 夕物 れ 所 ( S E L Y S l

発生消長を図22に示す。

ギンヤンマ  4″ ″れ夕%?″ ル肱 BRAUER

(羽化殻 ),23.Ⅵ 。1986, 標 本番号 NC― OD-47.

発生消長を図23に示す。

前年は成虫の目撃記録のみであったが,本 年は上記の羽化殻が採集され,野 外施設に確

実に発生していることが確認できた。

クロスジギンヤンマ  ム ″ ″,多"既 力族 ″切り加勉族 OGUMA

発生消長を図24に示す。

｀
         エ ゾトンポ科  Corduliidae

オ オ ヤ マ トン ポ   Eル グ物物 励 カ タ!響 容 (BRAUERl

発生消長を図25に示す。

タ カ ネ トン ポ ?車  sθ 切物 ゎcんわ招 ″ 力づ筋 ガF O R S T E R

lむ 目撃, 21.DE。 1986,(他 に 2例 目撃).

発生消長を図26に示す。

計 3例 目撃されたが,い ずれも雄個体であった。このうち, 9月 21日には多々良沢のえ
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ん堤によってできた水の滞留部の水面上を,雄 成虫が縄張 り占有行動 と思われる往復飛勃

を,朋り 返 し行っていた。

本種の所属するエゾ トンポ属には,互 いに良 く似た近縁種が存在するため, 目撃だけに

よる種の識別はかなり難しい。従って,採 集による確認が必要なのだが,残 念ながら今回      、

は採集できなかった。このため,種 名については確定でなかったが,エ ゾ トンポ属の本県

から記録のある種はタカネ トンポとエゾトンポの 2種 しかなく,し か もエゾ トンポは茅ヶ

崎市で 1例記録されているのみで,他 の多くの記録は全てタカネトンポであるこ宅と,当       ・

地に至近の広沢寺においてタカネトンポが目撃されていること (佐々木,1985)な どから,
一応タカネトンポとした。この点については今後,採 集により正式に確認する必要がある。

トンポ科  日 betlulidae

ハラビロトンポ  効 物物お 夕″物 r7a GELYSl

(羽化殻), 14.WI.1986, 標 本番号 NC一 〇D-48.

発生消長を図27に示す。

第 1報 においては成虫の標本で記録したが,本 年新たに羽化設が採集され,野 外施設で

発生していることが確認された。               .

シ オ カ ラ トン ポ   防 ル 物 αわ物 物 ψ四カ影物 (U H L E R l

発生消長を図28に示す。

シ オ ヤ トン ポ   の 物 Й 仰 %t働 物 ″ 匁 ガ 初 初 (UHLERl

発生消長を図29に示す。

オオシオカラトンポ  物 ″ 滋 純影力″ 物沈物筋 (SELYS

発生消長を図30に示す。

ヨ ツ ポ シ トン ポ   効 力 q物 力物惚 物 物 密財 ″ 初 ガS c H M I D T

lむ (成虫), 9.V.1986, 標 本番号 NC― OD-49.

発生消長を図31に示す。

前年は成虫の目撃記録1例のみであったが,本 年は上記の標本が採集され,目 撃記録も

かなり増加した。複数の個体が目撃された日もあり,確 実に定着しつつあるものと思われる。

コフキトンポ
= ユ

″彦′筋〃物θ″(SELYSl

l♀ (成虫), 26.Ⅶ .1986, 標本番号 NC-OD-50.

本年新たに記録された種である。この記録の他に7月23日に1例を目撃しているが,こ

れは恐らく同一個体と考えられる。

シ ョ ウ ジ ョウ トン ポ   ∽ ∽ 嚇 影励 物″切 %,物 夕 KlAUTA

発生消長を図32に示す。

ア キ ア カ ネ   働 ″り力材物 勉 解 容 (SELY0

発生消長を図33に示す。

ナ ツ ア カ ネ   働 脇 リ カ 物 物 沈 胸 滅 ″l i 2 ″″物 ( S E L Y S I                         H

発生消長を図34に示す。

マ ユ タ テ ア カ ネ   の 物 夕″ r i C″″ 夕殉 姥 ″初 ( S E L Y S l

発生消長を図35に示す。

ヒ メ ア カ ネ   シ ″ 物 ″ ― ル物 (B A R T E N E F l
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発生消長を図36に示す。

ミヤ マ ア カ ネ   の 初 ヵ 江2物θ″協″″″ タカ筋初 (S E L Y S l

(羽化殻), 18.ul.1986, 野 口光昭採集,標 本番号 NC-OD-51.

発生消長を図37に示す。

第 1報 においては成虫の標本で記録したが,本 年上記の羽化殻が採集され,野 外施設で

発生していることが確認された。

ノシ メ トンポ   働 脇リカ材物 殉 筋″ ( S E L Y S l

発生消長を図38に示す。

リス ア カ ネ   働 脇リカウ初 栂 克豆 B A R T E N E F

l合 (成虫), 11.X。 1986, 標本番号 NC一 〇D-51.

前年は目撃記録 1例のみであったが,本 年は上記の個体が採集された。しかし,そ の後     。

は全 く確認できず,本 年も偶産種であったと思われる。

キ トンポ   働 脇リカ彫物 の ル″ ( S E L Y S l

発生消長を図39に示す。

ネ キ トン ポ   吻 ″ ゥ″力財 秘 ウ切わ財″ OGUMA

発生消長を図40に示す。

本年は成虫が 5月 中旬から6月 中旬 (前期)ま でと8月上旬から9月下旬 (後期)ま で

の間にみられ, 2山 型の発生消長を示した。一般にアカトンポ属で,こ のような発生消長

を示した場合は,前 期は羽化直後の未熟を成虫,後 期は成熟した成虫と分かれるのが普通

である。ところが,本 種の場合は前期にも成熟成虫が見られ,産 卵行動も観察された。こ

うした前期の活動は,通 常の本種の活動時期と比較してかなり早い記録と思われる。なお,

この詳細については稿を改めて別に発表する予定である。

コシ ア キ トンポ   R渤 冴抗虎物 な z切″協 B u R M E I S T E R

発生消長を図41に示す。

本年 も2例 目撃されたのみで,標 本は得られなかった。野外施設には定着していないも

のと思われる。

ウ スパ キ トンポ  P齢 協あ "卿 容●夕容 (F A B R I C I U S

発生消長を図42に示す。

本年は発生ピークが 9月 中旬となり,前 年に比べて約 1か 月遅 くなった。これは 7月の

気候が比較的低温であったことや,そ の他の何らかの原因によって,成 虫の第 1次飛来が

遅れたためと考えられるが,本 種のように生活史が不安定な種では,わ ずがな原因でも発

生個体数や発生ピークが大幅に変動するようである。

ま  と  め

調査の結果,1986年には47種の トンポが記録できたが,そ の内容を第 1報 (44種)と 比

較すると,新 たに6種 が追加され, 3種 が確認できなかったため,差 し引き3種 の増加 と

なったわけである。これらをまとめると,自 然保護センターの野外施設から記録されたト

ンポは合計50種となる。表 1に その目録と標本による確認状況を示す。このょうに野外施

設の トンポ類は,今 後も種類数が漸増していくものと思われ,内 容的にもさらに定着する

種が増えることが期待される。今後も,現 在の環境の維持に努め,来 館者の自然観察の場



70

として,活 用を図っていく必要があると思われる。

訂  正

第 1報 に報告した内容について,訂 正を要する個所があったので,こ こに記したい。な       、

お,御 指摘いただいた枝重夫博士に改めて感謝する。

1.コ ヤマ トンポの学名は財何拘滋 αり れ移 初 の れ移 ″ SELYSが 正 しく,亜種名を

落としていた。

2.ナ ツアカネの産卵行動については,珍 らしい打水産卵をたまたま観察したため,こ れ

のみをとりあげて記述したが,こ れ以外にも本種の一般的な産卵方式である打空産卵も

数例観察した。したがちて,産 卵に関する記述の目頭に 「雌雄違結の連続打空産卵数例

の他に」という語句を付け加える。

3.マ ユタテアカネの産卵方式については打水産卵としたが,こ れは明らかに観察不足で,

本年改めて観察を行ったところ,御 指摘のとおり主体は打泥産卵であった。第 1報 では

湿地のところどころにある浅い水たまりに産卵した個体を観察したため,こ うした表現

としたが,本 年の観察結果では,打 水産卵は打泥産卵を継続中にたまたまそこに水たま

りがあったという,例 外的なものと考えるのが正しいようであるも
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表1.神奈川県立自然保護センター産トンポ類目銀

種     名 標本による確認状況 車

お対ロヨE tt   ZYGOPTERA

イ トトンポ科   Coenagrbttae

l.モ ー トン イ ト トン ポ  財 切均 %口 歳ル 影″″わ″ (RIsl             ◎

2.キ イ ト トン ポ  Oガ 惚ガθ″ 物扱物″″ 初 SELYS                ◎

3.ア オ モ ン イ ト トン ポ  rSC力″″″ 影留 彦終お (RAMBUR1           0

4.ア ジアイトトンポ &れ ″″″ 2脱が惚 BRAtlER               ◎

5.ク ロイトトンポ 07ci9″ 惚あ θ触″ ″励 初物 (R19           ◎
6.オ オイトトンポ O打 わ″si12肋″″ (SELYS                 ◎

アオイトトンポ科  Lestttae

7 .ア オ イ ト トン ポ 必 r c s  ψθ夕M ( H A N S E M A N N l               ◎

8。オオアオイトトンポ と容体 彦卯 SELYS              O

9 . オ ツ ネ ン トン ポ  働 ″り%勉 ″ ″ 続 ″ ″ お物 ( E v E R S M A N N 1         0



ワ
′

十

10.ホソミオツネントンポ あ 力rusrcs″耗どガ″容 (RIs)

カワトンポ科  C創 opterygidae           ―

11,ハ グロトンポ  a筋 0ルィン αttr47 SEEYS

12. ミ ヤ マ カ ワ トン ポ  働 わ"劣 舛 ごθ夕″冴筋  SELYS

13. ヒ ガ シ カ ワ トン ポ  財 ″ な ″ 筋筒 C岱筋体  SELYS

不お〕遇亜目  ANiSOPTERA

サナエトンポ科  Gomphttae
14.ヤ マ サ ナ エ  A初 容 初冴%″ 。か  (SELYS)

15.ダ ビ ドサ ナ エ  助 所″容 ″ ″容  (SELYS)

16.オ ジ ロサ ナ エ  の 容 影 冴材  (OCUMA)

17. コ オニfン マ   Sあ 冴″容 α′協″挽  SELYS

オニヤ ンマ科  Cordulegastttdae

18.オ ニヤ ンマ  A″ 冴昭容″″説あο′″'(SEEYS)

ヤ ンマ科  Aeshnttae

19.サ ラサヤ ンマ  9竹 切肉筋″ ″γガ  (MARTIN)

20. コ シポ ソヤ ンマ  Bqン 勉 物πあcカルタ' (SELYS)

21, ミ ル ンヤ ンマ  n物 物 容Cヵ切 ″ガぁ冴  (SELYS)

22.ア オヤ ンマ  Acsc力 ″?夕乃形ああ わ牲於物  SELYS

23. カ トリヤ ンマ  Q″ z″ 劾 物 力″筋ぢ∽  BARTENEF

24.ヤ ブヤ ンマ  乃 被 a″′物妙物 惚夕r2″肋 脅  (sELYs)   .

25.ル リポ シヤ ンマ  A効 ル″ご″  (LINNAEUS)―

26.マ ル タンヤ ンマ  Attc施 れ物 夕″ガ ガ  (SELYS)

2 7 .ギンヤンマ ス″ ″姥″ウ ルrid B R A l l E R   ‐
2 8 .ク ロスジギンヤンマ  A物 ″を拘力軍協施 ″を切力軍力な  O C U M A

エゾ トンポ科  C o r d』‖d a e       i        t

29.コ ヤマトンポ 財 何″″力αれ″移″ α宅力移″  SELYS
30.オ オヤマトンポ 卵 協冴″筋夕物繁湾  (BRAttR)
31.タ カネ トンポ ? 最 筋惚わご力わ″ ″び所滋す Fδ RSTER

トンポ科  Lbe‖ uttdae

32.ハ ラビロ トンポ  ■ 〃カル ″な″協助黎研″  (SELYS)
33. シ オカラ トンポ  助 物 初 ″吻 初 ゥ れ岱″物  (U点 止R)

34.シ オヤ トンポ  0カ 物滋 初 比タルj筋″ ″ル″ル″物  (UHLER)

35.オ オシオカラ トンポ  銃 姥″″物 ″協れ部ガあ″ ″ カタ2i2 (SELYS)

36. ヨ ツポシ トンポ  Lガ レ″″筋 ?み 筋姥 公冴物切ザ ScHMIDT

37.ヨ フキ トンポ  挽 ルrilzク物θ″ (SELYS)

38. シ ョウ ジ ョウ トンポ  C万 冴θ協″″お 影が ′力 切惚 rila99惚力  KIAUTA

39.ア キア カ ネ  の 物 ヵ“ 解 容  (SELYS) ‐

40,ナ ツアカネ  働 ″リカヮ物 筋角彦″筋″″秘 (SttYS)    |
41.マ ユ タテ ア カ ネ  の 初 夕″統 ″物 独 秘  (SELYS)

42.ヒ メア カ ネ  豊 ル4形 ″″物 pt4角材物  (BARTENEF)|  ‐
!|

43.ミ ヤ マ ア カ ネ  の 物 ″ 滋 ″θ″あ″″初 あ あ″  (SEttS)

44.ノ シ メ トン ボ  豊 ガ切レ″″物 :雄 Ca筋 物  (SELYS)

45. コ ノシ メ トン ポ  の 初 挽 cC協 物 筋″″″初  RIs

46. リ スア カ ネ  の 物 ガ豆 ″なガ BARTENEF

47.キ トン ポ  吻 初 ●方何夕θ筋物  (SELYS)

48.ネ キ トン ポ  カ 初 s解 が公″物 ウ a岱 ″秘  OGUMA

49.コ シア キ トン ポ  P膨 惚わ物 物お 2o力 協  (BuRMEISTER)

50.ウ スパ キ トン ポ  見 物 筋筋 ル 陀並c熔  (FABRICIUS)

○

○

○

◎

◎

◎

◎
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◎

◎

○

○

○

〇
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〇

◎
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春◎ :羽化殻,○ :成虫
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図 2-5.イ トトンポ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

2.モ ー トンイトトンポ; 3。 キイトトンポ,4.ア ジアイトトンポ;5.ク ロイトトンポ.

(縦軸 :目撃個体数 ;横 軸 :月 日;下 部の口印は調査を行った日を示す一以下図42にまで同様)
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図6.オ オイトトンポの発生消長 (厚木市七沢,1986).

図7-9.ア オイトトンポ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

7.ア オイトトンポ,8。 オオアオイトトンポ,9.ホ ソミオツネントンポ.

!        t    V    ,   M   i   V‖    ,      ■   1        ,         1

図10-12.カ ワトンポ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

10.ハ グロトンポ;11.ミ ヤマカワトンポ;12.ヒ ガシカワトンポ.

号

1              9

1       '   V   i   V1   1        ,        1       1        1       ,        1

号
1        ,         Ⅲ         Ⅲ    v‖    ,   切 ‖   i    tX   ,         ,        1         1

培                 惚
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図13-16.サ チエトンポ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

ヤマサナエ;14.ダ ビドサナエ115。オンロサナエ;16.コ オニヤンマ.

図17.オ ニヤンマの発生消長 (厚木市七沢,1986)

培
ト

ー
T―

―
戸

―
〒 輛 引 戸 蔵 T~石

~~〒 ~百 ~~号
,:

図18-24.ヤ ンマ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

18.コ シポソヤンマ;19. ミルンヤンマ;20.カ トリヤンマ:21.ル リポシヤンマ;

22.マ ルタンヤンマ;23.イ ンヤンマ;24.ク ロスジギンヤンマ.

図25,26.エ ゾトンポ科各種の発生消長 (厚木市七沢,1986)

25。オオヤマ トンポ,26.タ カネトンポ.
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図27-32. トンポ科各種の発生消長(1)(厚木市七沢,

27.ハ ラビロトンポ;28.シ オカラトンポ,29.シ オヤトンポ,30。

1986)

ォォシオカラ トンポ;

31.ヨ ツポシトンポ,32.シ ョウジョウトンポ.



図33-36, トンポ科各種の発生消長(21(厚木市七沢,1986)

33.ア キアヵネ, 34.ナツアカネ,35,マ ユタテアカネ;36.ヒ メアカネ.
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図37- 4 2 .  トンポ科各種の発生消長(3) (厚木市七沢,19 8 6 )

3 7 .  ミヤマアカネ,38 .ノ シメトンポ,39。キトンポ;40 .ネ キトンポ;

41 .ヨ シアキトンポ,42 .ウ スパキトンポ.
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神奈川県立自然保護センター調査研究報告 4(1987)

自然保護センターの野外施設に

おける水生昆虫について

齊 藤 知 一
・・飯 村 優 子■ 中 田   勝

HH

Aquatic lnsects in Kanagawa Prefettural

Nature Conservati6n Center

Tomoichi SAITO,Yuko IIMuRA,MaSaru NAKADA

は じ  め  に

水生昆虫のなかには,ホ タル類, トンポ類をはじめとして子供たちに親しまれている種

が多い。
一方,今 日では河川および湖沼の汚濁等に関連 し,水 質の良否を判定する手段 と

して,そ の生態学的研究が盛んになりつつある (津田,1961)3

神奈川県立自然保護センター (以下自然保護センター)の 野外施設の一つに湿生植物園,

水鳥の池およびホタルの里がある。これらの施設は来館者が自由に観察する場所として提

供されているばかりでなく,自 然保護センターで実施する自然観察会等の教材としても利

用されているが,水 生昆虫の実態に関しては不明の点が多い。そこで,筆 者らは来館者の

自然観察の便に供し, また教材としていっそうの活用を図る目的をもって水生昆虫の実態

調査を行った。ここに,こ れまでに得られた知見を取 りまとめて報告する。

本文に入るに先だち原稿のご校間の労を煩わした自然保護センター所長の飯村武博士に

深く感謝の意を表する。

田査地の概要

自然保護センターは丹沢山塊束部山麓の厚木市七沢に位置している。調査を行った湿生

植物園,水 鳥の池およびホタルの里は当センター本館の北西部に配置されている。その状

況を図 1に示す。これらの施設は東西に細長い谷合いの,旧 水田を利用して造成したもの

で,海 抜高は80～100m,幅 は広いところで約50m,長 さは約 380mで ,両 lmrは山を形成し,

野鳥の森および昆虫の森となっている。湿生植物園等の南側に沿って園路があり, また幅

約 1.5mの 多々良沢が東の方向に流れている。この沢の長さは約 410mで ,源 流一帯はヨ

ナラを主とする広葉樹林で,一 部にはスギ, ヒノキ等の植林もある。

湿生植物園は大部分が草原状を呈しているが,こ の中には水深約20cmのアサザの池があ

り, また一部にはヨシの群落がある。木本植物としてはハンノキが故生している。水鳥の

池の水深は約30～40cmで,岸 辺の一部にはクサヨン等の群落がみられる。ホタルの里はこ

浜日本陸水学会全員   JapaneSe Journal of Linlnology.

共志神奈川県立自然保護センター   Kanagawa Prefectural Nature Conservadon Center.
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=園 路 ;1～21,調査地点(St.)
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れらの施設の源流に位置するもので,中 央に幅約40cmの水路が貫流していレ
るが,一 帯の植

生は相観的に湿生植物園と同じである。以下,湿 生植物園の草原状の部分 とホタルの里を

仮 りに湿生革地 と呼ぶこととする。

田 査  方  法

調査は多々良沢,湿 生植物園,水 鳥の池およびホタルの里の各所に調査地点 (St.… ・・!

Stationの 略)21ヵ 所を設け,こ れらのSt.に 1辺 25cmの鉄製の方形枠を配置して,こ の

枠内におけるすべての水生昆虫を採集 した。St.に おける採集は 2～ 4回 の繰 り返しとし,

新たな種があればこれを加え,個 体数はサンプル数の平均値 をもって資料とした。 St.

の位置を併せて図 1に 示す。すなわち,多 々良沢が 6地 点 (St.1～St.6),湿 生草地が 9地

点 (St.7,Stt8,St.9,St.11,St.13,St.14,St.15,St.20,St.21),アサザの池が 2地 点(St.

10,St.12), 水 鳥の池が 4地 点 (St,16～St.19)で ある。

調査結果および考察

1. 目別種数について

調査の結果, 9目 89種が得られた (表 1参 照)。 その内訳は半翅 目および捕翅 目がそれ

ぞれ22種で最 も多く,つ いで蛸蛉目21種,蜂 跡目9種 ,毛 辺 目7種 ,次 翅 目4種 ,積 翅 目

2種 1広 翅 目および直翅 目がそれぞれ 1種 の順であった。鞘翅 目の大部分 と半翅 目のすべ

ては成虫で得 られたが,鞘 翅 目のコガシラミズムシは成虫と幼虫の両態が採集された。

2.生 息状況

このたびの調査における代表的なSt.6ヵ 所,す なわISt.1(多 々良沢),St.2(多 々良沢),

St.11(湿 生草地),St.12(ア サザの池),St,18(本 烏の池)お よびSt,21(湿 生草地)に

おける種別個体数の調査結果を表 1に 示す。St。12で は 9目 すべてが出現 し,75種 142個体

で他のSt.に 比べて種数,個 体数 ともに著 しく多かった。 ついで多かったのはSt.11の35種

42個体,以 下 St,18の32種42個体,St。21の30種35個体,St。2の 12種26個体,St,1の 4種 8

個体の順であった。すなわち,水 が静止状態にあるアサザの池や湿生革地などで種数,個

体数 ともに多かった。これに対 して,流 れとなっている多々良沢では種数,個 体数 とも決定

的に少ない。多々良沢は小さな流れであるが,ひ とたぴ降雨があると川底が洗い流され,

このため水生昆虫の安定 した生息を許さないのだと思われる。
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湿生草地 (St.11,St.21)ではガムシ類,ミズムシ類および ドロムシ類など旬旬型の水生

昆虫が多かった。とくにヨシの群落は枯れた茎葉が冬期でも残っており,こ こが旬旬型昆

虫の好適な越冬環環を提供しているように観察された。

アサザの池 (St.12)ではゲンゴロウ類,カゲロウ類, ミズスマシ類,ア メンポ類, トピ

ケラ類などが得られ,こ れらは生活形の面から遊泳型,御 旬型,回 着型,掘 潜型などに分

類される力寸,い ずれにしても生態的に多彩であることが示されていた。このように種が豊

富で個体数が多いのは,ア サザの茎葉間に水生昆虫の併 となる藻類が増殖しているためで

あると考えられた。

水鳥の池 (St.18)では,池 の中央部よりも水草の発達している岸辺で生息が多く,ミ ズ

カマキリ, タイコウチ,ア メンポなどが容易に観察された。

3.季 節的変化

春期,夏 期,秋 期,冬 期の区分で,St.12(ア サザの池)における双翅目,鞘 翅目,靖 蛉

目およぴ蜂貯目について,そ の個体数の季節的消長を調べてみた。その結果を図 2に示す。

蜻蛉目は春期に最も多く,夏 期,秋 期,冬 期としだいに少なくなっていった。これに対し

て,そ の他の 3目 は夏期に最も多く,

ついで春期,秋 期,冬 期の順で,冬 期

は夏期の1/3以下の個体数であった。

河川における斎藤 (1968)の調査では

鮮蛾目の場合その個体数は5見が最も

多く,他 の時期は減少するが,秋 期,

冬期ともその個体数はほぼ同じ結果を

得た。今回の調査地では冬期の個体数

は秋期のほぼ 1/2であり,河 川の場合

とその様相を異にしている。その原因

は,今 回の調査地の場合,環 境的に底

質となっている上が柔か く,ま た枯草等の堆積が多いのでこれらの間に潜入して越冬する

個体が多く,結 果的にサンプルとして得られた数が少なかったのではないかと考えられる。

自然保護センターの野外施設 (多々良沢,湿 生植物園,水 鳥の池およびホタルの里)に

おける水生昆虫相を調べた。調査は 1辺 25Cmの鉄製の方形枠を配置し,こ の中における昆

虫の種,個 体数 を記録するものであった。その結果 9目 89種の生癌、が認められた。21の調

査地点 (St.)の うちSt.12(ア サザの池)で は75種,142個体が生息し,種 類,個 体数 とも

最 も多かった。

双翅 目,鞘 翅 目および蜂財目の個体数は周年的に夏期が多かった。これに対 して靖蛉 目'

では春期に多かった。冬期はいずれの目でも最多時期の1/3以下の個体数 となっていた。

齋藤知- 1968 酒 匂川における水生昆虫の分布.動 物分類学会誌,(4):34-41.

津田松苗 1961 水 生昆虫学.北 隆館,東 京.

―― 双翅 目

・‐‐鞘辺 日
…… 靖鈴 目
……幹貯目

個
体
数

夏     秋

図 2.季 節的消長 (St.12)

要摘
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表 1. 6調 査地点における水生昆虫の出現種および個体数

〔調査地点(St.)の方形枠の大きさ,縦 25Cm,横25Cn,数字は個体数〕

調 査 地 点 幼虫101
成曳l●l
の別目 ・種

EPHEMEROPTERA蜂 貯 目 9種

比い ″材湾"説 財ル シロタニガワカゲロウ

rs。″メヵぁた匁″'あ チ ラカゲロウ

身滋姥 ″″協 '筋フタスジモンガゲ ロウ

の 物乃″ ″ モンカゲロウ

吻 ″脇 2/2ア カマグラカゲロウ

P2″物均み彦肋 ご'庇∽″ナミトビイロカゲロウ

乃力物″協容筋物θ″るキイロヵワカゲロウ

AttЙガ挽θ″z″ ″茂″フタパコカゲロゥ

C″θ夕θ″均姥物 フタパカゲロウ

TRICHPTERA毛 翅 目 7種

助打ぬメルタ歳均吻″杏ヒゲナガカワトビケラ

ムをあo炒 ル 物卸滋″シロフツヤ トビケラ

物 励 ″rin″ ″θ_ェ グリトビケラ

丘"枕 ″湾 駒滋すツグヒゲナガ トビヶラ

助 翔防筋体ルル″″″ ヨカクツツトビヶラ

とあみ 揮 0拡物施 セグロトビケラ

晩″∽ 力吻 すクロツツ トビケラ

PLECOPTERA打 聯密目 2オ重

■7o″″物JilMriiジョゥクリモンカワグラ

A比,第ra冴惚め協″フタモンミドリカワグラ

MEGALOPTERAル む密目 1牙重

駒 わ務 抑 匁所なヘビトンポ

COLEOPTERA鞘 翅 目22種

0内 レ功駒脇魅 腕滅材さコガタノゲンゴロウ

Czilgzθ体 た″″を容チビゲンゴロウ

費筋″体 ″ ″″復湾 ヒメゲンゴロウ

物 協なうο切協げ シマゲンゴロウ

物 姥埒夕切初枕湾 コシマゲンゴロウ

鋏 ″ 彦切統初湾マルコガタノゲンゴロウ

切 竹泌 ′容″協所″体 ガムシ

殉ば,肋 ″妨物おヨガムシ
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調 査 地 点

目 ・種

sr劣″物 宅れな ヒメガムシ

励αθ筋容挽姥″シジミガムシ

免夢材陸所″″研妨あ メガムシ

説″胎 施切孤所アヵハラアシナガミゾドロムシ

″ 比力あ マスタドロムシ

9柳 "切り,″容 ″筋″ ヒメハバビロドロムシ

とお θ″競 協ゲンジボタル

とり協 協″惚施ヘィヶポタル

助 容力″″あ ミズスマシ

,″ ″な oル″協施 ォオ ミズスマシ

9″ 競 奪 終 オナガミズスマシ

姥rr。ゎ体 筋勿 コガシラミズムシ

rraりr24S θ切偽 ヒメヨガシラミズムシ

協′"杏 れね田励蕊 マダラヨガシラミズムシ

DIPTERA双 翅 目4種

母″″″あθキリウジガガンポ

Cr卯 偽 ″滅 0ミ カ ドガガンポ

A滋 危 す体 Й″″筋 シギアプ

助閉商腕 ″協劇協れo帥 ブランコエリユスリカ

ODONATA靖 蛉 目21種

物 ″ 物″riZす▼リレタンヤンマ

乃タガ物ゴ″ 惚勉滅姥″ヤブヤンマ

A畑 拠抑座由山s竹り触れな クロスジギンヤンマ

4″θrO g s″″諺挽″ォニヤンマ

Q虎 留ぢθ″初沈物″″″ キィ トトンポ

働χ力″∽″,″紹筋 クロィィトトンポ

る訪″歓確 公彦筋 アシアイ トトンポ

&お ∽ 諺うοZ i iォオイ トトンポ

イ閉あ体ね部陶施ヵ兜ガねSホソミオツホントンポ

L対体執'烈遊アオイ トトンポ

助 拘筋 ヵη″容 アキアカネ

勧″″筋 協効協力″″″ナツアカネ

ム説軍籾"四 ″ 協″於ヤマサナエ

a物 泌偽 ″″湾 ダビドサナエ

助 切競否騨籾材 ォジロサナエ

0朝″抑筋ガ旗めれ閉執癌的″ シオカラトンポ

0漸ガれ筋施昭滋確 確ね施 ォォシオカラトンポ

∽ 筋効施 影協 ショウジョウ トンポ

1

1

2

1

1

3

1

4

3

2

1

1

1

1

1

2

●

●

●
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●
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並 1

(多々 良沢)

，

駅

並

タ

Sに11

(湿生車地)

S t 1 2

アサザのと|

S t 1 8

(水おの池)勁
抑

０
０
別

虫

虫

の

幼

成

助 胸脇 匁 筋″ ノシメトンポ

働:9抑修伊 σγ″物 ミヤマカワ トンポ

効 筋力 物 容 オオヤマ トンポ

HEMIPTERA半 翅 目22種

財夕腕coお 力な所oシ マアメンポ

a勿なA.筋筋物 ぁ影協施 アメンポ

a卯ぉ ぁ″的な ″筋嚇 ヒメアメンポ

位務6ヒM筋 エサキアメンポ

定ガ殉初 αわ冴あ%カ イ トアメンポ

拘 わ″ 協拐勲滋協マツモムシ

ム″れか卑 倣確2鵡 コマツモムシ

財効 ″セ″″ゐ ミズカメムシ

S筋あ協針″筋協コミズギワカメムシ

スタル20あ力四 功協体 ナベブタムシ

後肋船 物留″体刀例吻″昭力″容メミズムシ

D"あ り筋容力″″″容 コオイムシ

D効肋りあ容物切γオオコオイムシ

ニ死∽姥力容力仰″蕊 タイコウチ

斑″ 施湧滋初ガ ヒメタイコウチ

Rα″物 ああ物曲 ミズカマキリ

Rt7,″物 ″″をθわγヒメミズカマキリ

rr T cθ店 蝕勉劾 i9″おコバンムシ

リ 脅ωあ″施物″ガミズムシ

財物 影滋カチビミズムシ

軌繁″竣 初協吻協エサキコミズムシ

拓物ocθれ″所物 ″″なミヤケミズムシ

ORTHOPTERA程 罫辺目 11重

C功 協擁 /O Sθ″ケラ
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神奈川県立自然保護センター調査研究報告 4(1987)

神奈川県におけるホタル

生息実態調査報告 (2)

平野内 定  一
言.野  口  光  昭

ま・沼 田  美  幸
芸

Sadakazu 正 【IRANOUCHI,Mituaki NoGUCHI!笠  Miyuki NuMATA

は  じ  め   に

ホタルは発光する昆虫として,多 くの人々に古 くから親 しまれてきた。しかし,1960～
'70年

代の一時期,水 の汚染,環 境の破壊などで,根 絶の危機に瀕した。当然住民の問から

ホタル再生の声があが り,人 工増殖などが試みられた。

自然保護センターでは以上の状況に対応し,県 民参加による調査研究の一環 として神奈

)ll県におけるホタル生息の実態調査をとり上げ,1981年 に第 1回 の調査 (前回調査)を 行

なった(伊藤,1982)。以来 5年 を経過 したが,こ のたび第 2回 の調査を行なったので,そ

の結果を報告することとする。

鯛 査 方 法    ‐ |     ‐

調査は,往 復はがきによるアンケー ト方式で行なった。|まず,―神奈川県にかかわる国土

地理院発行の 2万 5千 分の 1地 形図を用い,そ れを縦および横各々4等 分 したメッシュ

(縦約2.8km,横約3.2km)に区画

し,そ の中に居住もしくは勤務す

る人から回答者を選んだ。結果的

に選定された回答者は,1981年調

査時の依頼者で, 自然環境保全指

導員, 自然観察指導員,鳥 獣保護

員,神 奈川昆虫談議会会員,自 然

保護協会会員,ホ タル保存会会員,

三浦半島昆虫研究会会員,博 物館

調査協力者等で合計271名である。

アンケー ト項目を表 1に示す。

回答は前回と同じ方法で,該 当す

る設問番号を○で囲むいわゆる選

択式を原則とした。
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表1.ア ンケート項目

今年ホタルを見ましたか  (1)見 た (2)見 ない

ホタルを見た場所は

市 〈区)     町 村     大 手
3.ホ タルを見た日時は

月  日   時 ごろ  天 候 (晴・曇 ・雨)

(1)タンジ下タル {2)ヘイケホタル (3)種名はわからない

5.ホ タルの数は         ‐

(D10匹 以下 (2)11～的 くらい (3)50以上

6.ホ タルを見た所は         !

(1)水田 12)':|(名 称     F  )

(3)池または沼(名称     )14)そ の他(     )

7。 そこには巻貝 (カウニナ ・タニシ)が 見られますか。

(1)見られる  (2)見 られない

8.そ の他 (ホタルにっいてご意見がありましたら)。

住所

氏名

(〒

電話番号

X神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefecttral Nature Conservation Center.



86

田 査 結 果

アンケー トは 271通発送 した。これに対 して77通の回答があり,回 答率は28.4%で あっ

た。このように回答率が低かったのは,前 回調査時より5年 がtX4過し住所変更等があって

郵便が届かなかったことなどが原因している。

1.ホ タルを見たか

ホタルが発生 したか否かに対 し,重 複 も含め87件の回答があった。このうちゲンジポタ

ル ありθ力 c物物 筋 MOTscHuISKYの 発生がみられたが34件 (39.1%),ヘ イケポタル

ニ死ザθあ カル物体 MoTscHUISKYの 発生が見られたが21件 (24.1%),ホ タルの発生が見

られないが32件 (36.8%)で あった。

2.ホ タルを見た地点

(1)ゲ ン ジ ポ タル   と 頑 0カ 7死 力協 MoTscHuISKY

ゲンジポタルの生息地を図1に示す。

図1.グ ンジポタル発生地の分布

○,前 回の発生地

●,今 回の発生地

0,前 回,今 回の発生地
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大局的には相模川以東に比べ,以 西で発生地が多かった。相模)il以西でとくに発生地が

多いのは早川および,酒 旬川の流域,大 職丘陵,丹 沢山塊の南部および東部山麓などであ

った。三浦半島の基部 (横浜市金沢区,鎌 倉市)で ややまとまった発生地がある程度で,

その他の地区では散在的である。発生地がまとまっているのは,風 致地区や近効緑地保全

地など自然環境が保全されている場所であり,散 在的なのは都市化の進んでいる地域であ

る。

更に今回の調査で注目されたのは,相 模川および金目川の下流域に発生をみたことで,

これは生息環境, とくに水質の浄化が進んでいる証拠であろう。ちなみに,こ の地区には

ゲンジポタルの生息環境を積極的に保護しようとしているグループなど (全国ほたる研究

会,1985;横 浜市公害研究所,1983;津 久井郡広域行政組合,1981)が いることを特筆し

ておきたい。

なお,前 回調査で発生が認められたが今回調査でその発生を確認し得なかったのは,前

回に比べ,今 回のアンケー ト調査者の絶対数が少なかったためと考えてよい。

(2)ヘイケボタル  ん 病 θあ 励 体 MoTsHulsKY

ヘイケボタルの生息地を図 2に示す。

図 2.ヘ イケポタル発生地の分布

○,前 回の発生地

●,今 回の発生地

0,前 回,今 回の発生地

辞
00° 00°

 ・

払 ff。点
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本種は,ゲ ンジボタルに比べ,ま たは前回に比べて発生地が少ない結果 となった。これ

は,回 答者の絶対数が少なかったためと考えてよい。県全体で相模川西部地域で多く発生

してお り, とくに,酒 匂サllの流域や平塚市および厚木市の一部などで多かった。これに対

して相模川東部ではかなり少ないが,そ れでも市街化がかなり進んだ横浜市,川 崎市で散

見されたことは注目に価する。

3.ホ タルを見た時期

ホタルを見た時期を図 3に 示す。

図3.ホ タルを見た時期
匠コ,前 回見た時期 ; Ellll,今回見た時期

この項 目については,53件 の回答があった。ゲンジボタルでは 5月 下旬と回答したもの

が 5件 , 6月 上句および中旬がそれぞれ 8件 , 6月 下旬が 4件 , 7月 上旬が 6件 , 7月 中

旬が 1件 , 7月 下旬が 3件 , 8月 上旬が 1件 であった。前回の発生最盛期は 6月 下句であ

ったのに対 して,今 回は 6月 上 ・中旬の場合が多くて,発生が早まってお り、また前回みら

れなかった 8月 上旬にも1件 発生が見られて,発 生期間が長かったようであった。
ヘイケポタルでは 6月 上旬が 3件 , 6月 中旬と下旬がそれぞれ 2件 , 7月 上旬が 4件 ,

7月 中旬が 3件 , 7月 下旬が 2件 , 8月 上旬が 1件 であ り,や は リゲンジボタルよりも少

ヘイケポタル ゲンジポタル

10       20       30 イ 牛
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し遅れて発生 し始め,発 生の最盛期は 7月 上旬であった。なお,両 種 とも発生の時期は場

所間で遅速があり,こ の現象は前回の調査結果 と同様であった。

4.ホ タルの発生数

ホタルの発生数を図 4に 示す。

100フぢ

レタポ

　

６

】ンンゲ
　
４０

(頭 )

:岳:岳t&車:岳:|キキお革革:挙:卒1年ゃ:年二挙tfl1111111111:

100%

を亀牝宙g地地地篭☆=☆|☆ ☆ ☆ ☆ ☆

図4.ホ タルの発生裁

ゲンジポタル,ヘイケポタルとも上段が1981年調査,下段が1986年調査

ゲンジポタルは前回調査に比べ,今 回調査では50頭以上の場所が倍増していた。また,
ヘイケポタルも同様で,こ のことによっても現在は 5年前に比べ発生数が多くなっている

ことが推察される。換言すればこのことはホタルの生息環境が好転していることを裏付け

るものである。

5.ホ タルの生息環境

ホタルの生息環境を水田,川 ,池 または沼に区分し,そ の環境別発生地数の割合を図5

に示す。

ホタルの生息環境については,ゲ ンジポタル34件,ヘ イケポタル12件の回答があった。
ゲンジポタルでは川が最も多く14件,そ の他が12件,水 田が8件 であった。前回,池 また

６０

１

☆ ☆ ☆ ☆
☆ す す ☆ ☆
☆ 10以下 ☆

☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ☆ ☆ ☆

..●●..●●||～50・

ヘ イ ケ ポ タル
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ゲ ン ジ ポ タ ル

40      60      80 100%

卒:挙下二百挙百4:::とゴ::ゴ:::::i:::!::1ゴと::と::
:I必車挙土挙‖:i:1:11コi!iや:1:1:
志告車ご上士土普+:i:i:1:i:i:i:i:i:

ヘ イ ケ ボ タ ル

40       60       80

書事言i言義言:言:言:書球i::筑:革艦告1書ギギギ軍主書室11書球革群i:::

年 ■ 年 挙 学 年 卒 卒
卒

年 卒  年  本
白

干 年  年  卒
卒 挙 挙 年 挙 挙 年 年 卒
卒 ■ 挙 挙 挙 挙 挙 挙

の

図5.ホ タルの生息環境

ゲンジポタル,ヘイケポタルとも上段が1981年調査,下段が1986年調査

は沼と回答したものが 5件 あらた。なお,今 回その他の回答割合が多くなっているが,そ

の環境の内訳は小川,人 工川,湿 地す
i谷戸の泉,用 水路,庭 先 (小さな流れがある 。横に

川がある),寺 の古井戸のそば,清 水が流れる山あいの川であった。

以上の環境は,質 問事項 6-(の と深い関連があり,両 者を合計すると26件で全体の約70

%を 占める。本種の幼虫が流水環境を選択して生息地としていることはすでに知られてい

るが (大場,1976),こ のたびの調査結果でもこのことと一致していた。
ヘイケポタルは,水 田と回答があったものが 7件 ,川 が 3件,そ の他が 2件の順で,池

沼の回答はなかった。前回に比べ,そ の他の割合が大きくなっていた。その環境的内訳は

前述のとおりで,こ れらの生息環境が好転しつつあることを示唆しているように思われる。

6.巻 貝の生息について

ホタルの幼虫の併 となる淡水性巻貝の生息について44件の回答があり,そ の内訳は巻貝

が見られるが39件,み られないが 3件,わ からないが 2件 であった。なお,巻 貝の種類は

カワニナが37件,タ ニシが24件で,カ ワニナは普遍的に生息していることが知られた。

カワニナはゲンジポタル幼虫の餌である。その生癌、が多いことはゲンジポタル発生地の
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拡大を保証するものである。モノアラガイ等はヘイケボタルの餌 となる。モノアラガイの

生癌、所見については,質 問を省略したが実際にはヘイケボタルの発生個体数が増えてお り,

このことから考えてモノアラガイ等も旺盛に繁殖しているものと推察される。

ア.そ の他の情報および意見

アンケー ト用紙の余白に設問以外の情報,意 見などが多数記載され,貴 重な資料 となっ

た。その要点はつぎのとお りであった。

ア.年 々ホタルが増えている。 (津久井町長竹,愛 川町半原)

イ.ホ タルをとりに くる人がいる。 (愛川町中津,南 足柄市広町,横 須賀市野比)

ウ.少 数のホタルが見られるようになった。 (藤野町牧野)

工.年 々ホタルが減少している。 (川崎市麻生区早野,横 浜市緑区鴨居町,横 須賀市野

比)

オ.道 路工事により減少している。 (平塚市豊田)

力.譲 岸工事により減少している。 (南足柄市関本,山 北町谷峨)

キ.宅 地化により減少している。 (南足柄市広町)

ク.河 川の汚染により減少している。 (箱根町須雲ナ11)

ケ。道路工事により絶減 した。 (横須賀市山中町)

コ.譲 岸工事により絶滅した。 (三浦市南下浦)

サ。今は見られない。 (横浜市港北区牛久保町,横 浜市港JL区大曽根,横 須賀市走水,

三浦市初声町,相 模湖町寸沢嵐,小 田原市久野,箱 根町仙石原,清 川村煤ヶ谷)

シ.自 宅近 くで発生 している。 (厚木市飯山および七沢,開 成町吉田島,大 磯町東小機)

ス.ホ タルを保護 したい。 (横須賀市衣笠町)

セ.カ ワニナを見るようになった。 (横須賀市追浜南町)

以上の情報等を考慮 して気のつ くことはホタルが見られるようになったという一方で,

その根絶が訴えられている。

今回行なった調査の結果,ゲ ンジポタルおよびヘイケボタルの発生が新たに確認された

地″点があり,ま た発生密度も高くなっている。一般にゲンジポタルの幼虫は流水性,ヘ イ

ケボタルの幼虫は止水性の昆虫であるが,両 種はそれぞれの生息環境においてその分布域

を拡大していることは事実である。このことは一時期に比べて水の浄化が進み,生 鳥、環境

が良好になりつつあることを示唆するものと考えられる。また,筆 者らはこの調査を通じ

て,ホ タルを保護し,ま たその生息環境の保全を積極的に進めているグループがあること

を知った。これらのグループは,地 域活動 としてより強く着実に行なっているもので,そ

の成果がすこしずつあらわれてきていることを認識した。

なお,そ の他の項でホタルの再生,根 絶という相反した情報,意 見が寄せられたがこれ

はホタルの生息実態報告を通じて,そ の強い希望を率直に述べているように思われる。

纂考
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神奈川県立自然保護センター調査研究報告 4(1987)

自然保護センター周辺の直翅目・

カマキ リロの目録

とりまとめ責任者  飯  村  優  子
京

神奈川県立自然保護センターの野外施設とその周辺で,1986年 8月から11月にかけて採

集された直翅目およびカマキリロ53種の目録を報告する。なお,日 録作成にあたり御指導

下さった直翅目研究会会員の西村正賢氏に深く感謝の意を表する。

直翅 目 ・カ マ キ リロの 目録

直翅目 ORTHOPTERA

キリギリス科 Tettigoniidae

ツユムシ コ物タ ト
眼 物 ル励 筋 (PODAl

ア シ グ ロ ツ‐ ム シ  物 ″ 匁″物物 物効 物物 物脇物 BRUNNER

セ ス ジ ツユ ム シ 励 滋 ヵ″ %ガ∽ (THUNBERGl

ヘ リグ ロ ツユ ム シ 物 物 た″ 物筋 (SHIRAKIl

サ トクダマ キ モ ドキ 駒 わ協 わ惚 ルタ初あ∽ BRUNNER

ヤ マ クダマ キ モ ドキ Fr9わ あ わ物 ゎ宅冴愚α MATSUMURA et SHIRAKI

クツワムシ 財 夕び。ヵ励 %妙 切″終茜 HAAN

ハ ヤ シ ノ ウ マ オ イ  周 れ 鉛 物 筋 埒 ″ 仰 ″幼 容 KARNY

クビキリギリス 助 0%θαガ物体 物″″挽昭″(STALl
クサ キ リ 河 肋切脅∽物″ 容 物 岱容 (WALKERl

ヒ メ クサ キ リ Ir9物 θttcり 泳 3鶴Oe蕊  (MATSUMURA et SHI― Il

ホ シサ サ キ リ attθ びの物 ′容 ,″物 力脇 ,(LE Guェ LLOU)

オナ ガサ サ キ リ attθ cの 物 ′容 」 ″冴力ね s(REDTENBACHERl

ウ ス イ ロサ サ キ リ attθ cり 物 ′容 協 ガ″ 容 な (REDTEN,ACHERl

ササキ リ a物 確 肋 体 ク 体 (HAAN)

セスジササ キ リモ ドキ X″ 所″″巌S SA筋 力筋 (TINKHAMl

ヒメギス の 物物 力あ″ FuRUKAWA

キ リギ リス 6″ 物内%修 な 励″惣 ri(HAAN)

ヤブキ リ 駒 けを 0%力 θガタ%筋偽 uv A R O V

コロギス科 G呼 1 l a c r i d i d a e

ヨロギス P / O s切れ緊ノあ伊本 ブ″θ%ガ物 (M A T S U M U R A  e t  S H I R A K I )

カマ ドウマ科  Rhaphidophoridae

コ ノ シ タ ウ マ  n″ C願 竹容 夕物財 ″法豆初α GRIFFINI

93

ど
■

ｇ

ヽ

，
　
　

卜，
　
■

　
　
ヽ

X神 奈川県立自然保護センター   Kanagawa Prefectural Nature Conscwation Center.
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ヨオロギ千斗 Gryllidae

ツゾ レサ セ コオロギ  降 力均佐秘 初筋 力 (SAUSSUREl

クマ コオロギ 〃 例肱に拘〃容P初 物θ″(SHIRAKI)

オ カメコオロギの一種  と θχθ挽 初物体 sp.1

ミツカ ドコオロギ Lθt tθあ姥初初容 sp . 2

エ ン マ コ オ ロ ギ  晩 彦)翻 ′′容 切物物 (OHMACHI et MATSUURAl

マ ツ ム シ 拓 物 にが 体 物 物 θ姥 族 ( H A A瑚    |

ア オ マ ツ ム シ  物 化″容 力わあ θ%な (MATSUMURA)

ス ズ ム シ 拘 物 0究ど伊協溶 ,α"″ わ庵 (HAAN)

カ ン タ ン θ 欧″物協容 わ昭 '彼 滋 MATSUMURA

クサ ヒパ リ 動 物 ′物即 ″'at“物 ぁ初 wヵ 筋物 (SHIRAKI)

ヤ マ トヒ バ リ 万 御 切 夕の 物 ケ 航仏 (WALKERl

ヤ チ ス ズ  彫 /o%夕物θ冴容 θれ物 協 ″ (SHIRAKI)

マ グ ラ ス ズ 助 御 %夕物θ冴パ ″を花ね盟 力族 (MATSUMURAl

シ バ ス ズ  彫 殉 ″夕初 θ冴容 物施 力 (SHIRAXI)

カ ネ タ タ キ  0抑 竹冴容 筋 ″ 物協筋 (MATSUMURAl

ヒ シ バ ッ タ科 T e t r i g i d a e

トゲヒシバ /ヽ夕 C″ θ冴,焼ブ″)θ″を容 HAAN

ハネナガヒシバ /ヽ夕 3り ″冴力放 ガ容冴力施 BEI‐BIE N K 0

ヒシバ /ヽ夕  Aqノ 物物 ″仰 %肋 初 BOLIVAR

コバ ネ ヒシパ /ヽ夕  助 α遊ル激歳 あ資″燃 BE卜 BIENKO

バ /ヽ夕 呑斗 Acrididae

シ ョウ リョウバ /ヽ夕  4ご 角滋 ごれ夕物  (THUNBERC)

シ ョウ リョウバ /ヽタ モ ドキ Cθ ″な物 うわ わγ(HAAN)

クルマバ ンヽタモ ドキ 0夕 肋 燃 物 体 SAUSSURE

ヒナバ ンヽタ 0物 ″れ初クな う物″″   (THUNBERCl

ヒロバ ネ ヒナバ /ヽ夕  0物 ″力″″庵 あれ膨物″な (BOLIVARl

オ ンブバ ンヽタ科  Pyrgomorphidaも

オンブバ /ヽ夕  Arra肋 物θっ物 筋物 (MOTSCHULSKYl

イナ ゴ本斗 Catantopidae

ハ ネナ ガイナ ゴ a w切 肱 F A B R I C I U S

コバ ネイナ ゴ o慨 勉″″ガ∽ T H u N B E R G

フキバ ッタの一種  勉 物ク冴 わ物 S p .

ツチ イナ ゴ 勉 筋れ影 iいG帆ガ∽ B b L I V A R
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カマキ リロ MANTODEA

カマキ リ科  Mantidae

チ ョウセンカマキ リ n t tθ姥″ α牲踏仰吻 %本 S A U S S U R E

オ オ カ マ キ リ a t t θ ル ″ 竹 材 ぅゎ物 S T O L L

コカマキリ 助 材力 ″ 力筋 THuNBERC
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正  誤  表

ペ ー ジ 一
丁 誤

．
正

20 図 1 NO公公 N懲 N懲 No l N。2 NQ3

23 図 4 他の″烏_過 に対する』,日 他の鳥の飛初通過に対する注目

０
乙 クチボツ モ ッゴ

●
々 22 1公公85 1985

59 マダラクチカクシゾウムシゑ マダラクチカクシゾウムシ

60 1 6種 15種


